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はじめに
本レポートは「兼業・副業」をテーマに、働く個人（正社員）および企業の人事担当者を対象とした調査
結果を、データ集としてまとめたものです。

兼業・副業は、働く個人にとって多様な働き方や様々なキャリア形成の選択肢として注目されています。
また、企業にとっても新たな人材活用の一つの機会として期待されています。

本データ集は、個人調査と企業人事担当者調査の２つの調査から構成されています。
企業人事担当者調査は、「社内の兼業・副業制度の状況」と「社外の兼業・副業人材の受け入れ状況」に分けて
データを載せています。
各ページでは、最新の2022年調査と、2021年調査のデータを掲載しました。

なお冒頭には、本年の調査結果のトピックスを掲載しています。
個人調査では、9.9%の人が兼業・副業を実施していることがわかりました。
企業人事担当者調査では、従業員の兼業・副業を認める人事制度があると回答した割合が51.8%であり、
年々増加している傾向があります。

兼業・副業制度の容認とあいまって、企業における社外の兼業・副業人材の受け入れが注目されています。
その中で兼業・副業人材を受け入れている企業は様々な目的や課題を持っており、受け入れによって
問題解決につながっていることが明らかになりました。
受け入れによって良い効果があったと感じている人事担当者は多く、全体の64.3%が生産性向上につな
がっていると回答しています。

本データ集が、兼業・副業という働き方に関心のある方々のご参考になれば幸いです。

株式会社リクルート
HR横断リサーチ推進部

研究員　久米 光仁

本件に関するお問い合わせ先 https://www.recruit.co.jp/support/form/

個人調査結果
(p. 1 1 ~ )

企業人事担当者調査
兼業・副業で働く人の受け入れ・活用状況 (p . 4 8 ~ )

企業人事担当者調査
従業員の兼業・副業を認める人事制度の状況 (p . 3 7 ~ )
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調査概要
202 1 年調査結果

項目

調査目的

調査対象

実施期間

集計対象
事前調査
本調査

調査地域

調査方式

兼業・副業に関する
働く個人の意識や実態の調査

企業に勤める正社員の方

10,000 人

2,072 人

全国

インターネット調査

■事前調査の回答者 10,000 人のうち、「会社員（正社員）」と回答した 7,695 人の集計結果を掲載しております。
　また、本調査集計対象の 2,072 人は、兼業・副業の実施状況および所属企業の従業員規模で割付を行っています。

■本調査における「兼業・副業」は、他企業や他者から業務依頼を受け、報酬として金銭を受け取るものを指します。
　株式運用・FX・不動産投資・家賃収入・オークションやフリーマーケットでの販売などは除きます。

2022年1月14日～ 2022年 1月16日

兼業・副業に関する
人事担当者の意識や実態の調査

企業に勤める正社員または
経営者・役員の方で人事業務全般または
人事制度業務に関与している方

1,648 人

ー

2022年 1月14日～ 2022年 1月17日

個人調査 企業人事担当者調査

個人調査

■企業人事担当者調査の本調査集計対象 1,648 人は、所属企業の従業員規模で割付を行っています。
　また、「社外の兼業・副業人材の受け入れ状況」の説明で用いている「社外の『兼業・副業で働く人』」とは、回答者の
　企業の従業員ではなく、主たる勤務先が他にある人を指します。なお、受け入れ時の雇用形態（社員や業務委託など）は
　問うていません。

企業人事担当者調査

■%を表示する際に小数点第２位で四捨五入しているため、単一回答の合計値が 100%に一致しない場合があります。

■差分の算出には小数点第２位を四捨五入する前の数値を用いており、表示されている％で差分を算出した際、数値が
　一致しない場合があります。

調査結果の注意点

■一部の複数回答形式の設問において、「その他」の回答選択率が著しく小さい場合は掲載していません。

2 0 2 2 年調査結果
項目

調査目的

調査対象

実施期間

集計対象
事前調査
本調査

調査地域

調査方式

兼業・副業に関する
働く個人の意識や実態の調査

企業に勤める正社員の方

10,000 人

2,072 人

全国

インターネット調査

■事前調査の回答者 10,000 人のうち、「会社員（正社員）」と回答した 7,696 人の集計結果を掲載しております。
　また、本調査集計対象の 2,072 人は、兼業・副業の実施状況および所属企業の従業員規模で割付を行っています。

■本調査における「兼業・副業」は、他企業や他者から業務依頼を受け、報酬として金銭を受け取るものを指します。
　株式運用・FX・不動産投資・家賃収入・オークションやフリーマーケットでの販売などは除きます。

2023 年1月21 日～ 2023 年 1月22 日

兼業・副業に関する
人事担当者の意識や実態の調査

企業に勤める正社員または
経営者・役員の方で人事業務全般または
人事制度業務に関与している方

1,648 人

ー

2023 年1月21 日～ 2023 年 1月22 日

個人調査 企業人事担当者調査

個人調査

■企業人事担当者調査の本調査集計対象 1,648 人は、所属企業の従業員規模で割付を行っています。
　また、「社外の兼業・副業人材の受け入れ状況」の説明で用いている「社外の『兼業・副業で働く人』」とは、回答者の
　企業の従業員ではなく、主たる勤務先が他にある人を指します。なお、受け入れ時の雇用形態（社員や業務委託など）は
　問うていません。

企業人事担当者調査

■%を表示する際に小数点第２位で四捨五入しているため、単一回答の合計値が 100%に一致しない場合があります。

■差分の算出には小数点第２位を四捨五入する前の数値を用いており、表示されている％で差分を算出した際、数値が
　一致しない場合があります。

調査結果の注意点

■一部の複数回答形式の設問において、「その他」の回答選択率が著しく小さい場合は掲載していません。 4



【個人調査結果】兼業・副業実施者の状況

■ 兼業・副業を実施している人の割合は9.9％
■ 過去3カ年ではほぼ横ばいで推移しており、昨年と比較すると微増であった

兼業・副業実施者の割合 兼業・副業実施者の割合（年代別）

9.8

9.9

9.4

2020年 2022年2021年 0

2

4

6

8

10

12

14

2022 年2021 年2020 年

60 代以上50 代40 代30 代20 代全体

(%)
(%)

9.8
9.4

9.9

11.9

10.7

13.3
12.6 12.3

11.2

9.3
8.7

9.9

6.9 7.0

8.0 7.7

9.0 9.0

■雇用形態が正社員の人（単一回答 2022 年：n=7,696 / 2021 年：n=7,695 / 2020 年：n=7,937） ■雇用形態が正社員の人（単一回答 2022 年：n=7,696 / 2021 年：n=7,695 / 2020 年：n=7,937）
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【個人調査結果】新型コロナウイルス感染拡大と兼業・副業

■ 40%の人が、新型コロナウイルスの感染拡大と兼業・副業開始にきっかけがあると回答
■ 仮に新型コロナウイルスが収束した場合の継続意向は96%であった

兼業・副業実施のきっかけは
新型コロナウイルスの 感染拡大と関係しているか

仮に新型コロナウイルスが収束した場合、 
兼業・副業を継続する意向があるか

(%) 関係していない

関係している

40.060.0

(%)
新型コロナの収束後は、
兼業・副業をやめる予定

新型コロナの収束後も、
兼業・副業を継続する予定96.0

4.0

■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620） ■新型コロナウイルスの感染拡大が兼業・副業を始めたきっかけに
　関係していると回答した人 　（単一回答　n=248）
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従業員の兼業・副業を認める制度があると回答した
人事担当者の割合

自社の従業員の兼業・副業の実施状況を
把握しているか

人事担当者が把握する従業員の兼業・副業実施状況
中央値 10.0%   平均値 18.4%

【人事担当者調査】兼業・副業を認める制度の有無及び人事担当者からみた兼業・副業の実施状況

■ 従業員の兼業・副業を認める人事制度があると回答した割合は51.8%であり年々増加の傾向
■ 人事担当者が把握している従業員の兼業・副業実施状況は、中央値10.0%、平均値18.4%であった

49.5

51.8

50.5

2020年 2022年2021年
(%)

(%)
わからない

回答あり
58.7

41.3

■単一回答　2022 年：n=1,648 / 2021 年：n=1,648 / 2020 年：n=1,648 ■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（単一回答　n=853）
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兼業・副業を認める制度の拡大と相まって、社外の「兼業・副業で働く人」を受け入れる
動きが進んでいる。

受け入れ目的の上位５項目を掲載しているのが図１である。
受け入れ目的として「人手不足の解消」が54.8%で最多であった。
ほかにも「社内人材にはない知識やスキルを持った人材の確保」、「イノベーションの創発
や新事業開発につなげる」などが上位に挙がっており、兼業・副業人材に新しい知識や
イノベーションのきっかけを求めるケースが多いことが分かった。

兼業・副業人材の受け入れによって得られた効果の上位５項目を抽出したのが図２である。
受け入れ目的におおむね呼応する内容となっており、兼業・副業人材の受け入れが様々
な人事管理上の課題を解決することにつながっている。

昨今、企業において人手不足が深刻な課題となっており、正社員として多様なスキルや
知識を持つ人材を雇用する難易度が上がっている。
企業がそうした人材獲得の課題を解決する糸口の一つとして、兼業・副業人材の受け入れ
を行っている状況がうかがえる。

【人事担当者調査】兼業・副業人材の受け入れ目的とその効果

■ 人手不足解消に次いで、兼業・副業人材に新しい知識やイノベーションのきっかけを求めるケースが多い
■ 受け入れによる効果は目的通りとなっており、受け入れが様々な問題解決につながっている

図１　兼業・副業人材の受け入れの目的（上位５項目）

(%)

図２　兼業・副業人材の受け入れによって得られた効果（上位５項目）

0 10 20 30 40 50 60

企業のブランドイメージ向上に
つなげるため

多様な働き方を促進するため

イノベーションの創発や
新事業開発につなげるため

社内人材にはない知識やスキルを持った
人材を確保するため

人手不足を解消するため 54.8

36.1

35.1

29.1

47.6

(%)0 10 20 30 40 50

組織文化や風土の変革につながった

多様な働き方が促進された

イノベーションの創発や
新事業開発につながった

社内人材にはない知識やスキルを持った
人材を確保することができた

人手不足を解消することができた 47.4

37.5

27.6

30.5

46.8

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の受け入れ目的を掲載（複数回答）

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の受け入れの効果実感を掲載（複数回答）
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社外の兼業・副業人材の受け入れが
業績・生産性の向上につながっているか

社外の兼業・副業人材の受け入れが
事業推進上プラスの効果があったか

【人事担当者調査】兼業・副業人材受け入れの効果

■ 受け入れを実際にした企業のうち、64.3%が業績・生産性向上につながっている
■ また、74.2%が事業推進上プラスの効果があったと感じている

わからない

向上につながっていない

どちらかといえば向上につながっていない

どちらともいえない

どちらかといえば向上につながっている

向上につながっている

(%)

49.7

64.3%
14.65.9

1.5

22.8

効果はなかった

どちらかといえば効果はなかった

どちらともいえない

どちらかといえば効果があった

効果があった

(%)

55.3

74.2%

18.9

2.7 2.5

20.6

5.5

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801） ■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801）
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兼業・副業人材の活用に向けてどのようなポイントがあるのだろうか。

図１は、兼業・副業人材の受け入れが生産性向上につながっているか否かでグループを分け、
活用のために行っていることの選択率を見た（向上につながっている群の選択率順に掲載）。
特に差分が顕著であったのが、契約条件の取り決めであった。生産性向上につながっている
グループは、しっかりと職務内容や契約条件の取り決めをしていることがうかがえる。

また、図２は、同様のグループ分けで情報共有の程度を比べたものである。
生産性向上につながっているグループは、経営層と同等程度の情報共有をしていることが
わかった。

具体的には生産性向上につながっている群は31.1%、生産性向上につながっていない群は
9.6%であり、20ポイント程度の差があることがわかった。

任せる仕事を遂行する上で必要があれば、兼業・副業人材に経営層と同等程度の情報を
共有することで受け入れ企業の業績や生産性向上につながる傾向がある。

図１　活用にあたって意識している点

【人事担当者調査】兼業・副業人材の活用に向けて

■ 業績・生産性向上には契約条件や業務内容の明確化など就業前の兼業・副業人材とのすり合わせが鍵となる
■ 兼業・副業人材の活用ができている企業は、経営層と同等程度の情報を共有している

(%)0 10 20 30 40 50 60 70

向上につながっていない向上につながっている

その他

本業先と業務の兼ね合いを考慮している

プロジェクトマネジメントを密に行なっている

自社の価値観やビジョン・ミッションを
共有している

成果を上げるための改善サイクルを考えている

情報漏洩に関するリスクマネジメントを
行なっている

定期的な面談などを通しコミュニケーションを
密にとっている

稼働時間を把握している

既存社員と関係形成ができるように
サポートしている

既存社員と同等の評価制度で成果を評価している

既存社員との情報格差を
生じさせないようにしている

業務内容・期待成果を明確にしている

契約条件を詳細に取り決めるようにしている 60.2

54.8

47.0

46.0

37.1

35.1

34.6

33.8

30.7

26.8

23.5

22.7

0.4

34.7

46.9

38.5

28.5

28.9

22.2

16.3

16.3

18.0

11.7

12.1

18.4

0.0

(%)

生産性向上につながっている群

経営層と同等程度の
情報を共有している

31.1

9.6

社内従業員と同等程度
の情報を共有している

53.0

56.9

業務委託先と同等程度
の情報を共有している

12.4

20.9

情報の共有はほとんど
行なっていない

3.5

12.6生産性向上につながっていない群

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の意識している点を掲載（複数回答）
　向上につながっている群：「向上につながっている」「どちらかといえば向上につながっている」と回答した群
　向上につながっていない群：「どちらともいえない」「どちらかといえば向上につながっていない」「向上につながっていない」と回答した群

図 2　情報共有の程度
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801）
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個人調査結果



兼業・副業の実施状況 個人編
全体

20 2 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

兼業・副業の実施状況 兼業・副業の実施状況

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験あり

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験あり

兼業・副業実施中

(%) (%)

9.9
5.3

40.4

3.3
41.1

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験あり

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験なし
今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験あり
兼業・副業実施中

2021 年

2022 年 9.9 5.3 40.43.341.1

9.4 5.6 40.93.240.9

■雇用形態が正社員の人（単一回答　n=7,696） ■雇用形態が正社員の人（単一回答　2022 年：n=7,696 / 2021 年：n =7,695）
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九州地方（n=855）
四国地方（n=216）
中国地方（n=473）
近畿地方（n=1,177）
中部地方（n=1,532）
関東地方（n=2,617）
東北地方（n=463）
北海道（n=363）

2 0 2 2 年調査結果
兼業・副業の実施状況

20 2 1 年調査結果

9.9 5.3 40.43.341.1

11.2 5.0 41.42.839.7

8.2 5.8 38.84.043.2

60 歳以上（n=841）
55 歳～59 歳（n=819）
50 歳～54 歳（n=1,126）
45 歳～49 歳（n=1,184）
40 歳～44 歳（n=1,016）
35 歳～39 歳（n=869）
30 歳～34 歳（n=761）
25 歳～29 歳（n=823）
20 歳～24 歳（n=257） 16.3 8.6 24.53.147.5

12.9 7.4 32.72.644.5
11.0 7.1 31.43.846.6
12.0 7.2 32.74.144.0
11.1 5.0 34.83.445.6
8.7 5.4 40.72.542.7
7.5 3.1 46.82.939.7
7.2 4.3 51.43.333.8
8.3 2.7 55.53.929.5

■雇用形態が正社員の人（単一回答　n=7,696）

(%)

(%)

(%)

兼業・副業の実施状況

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験あり
今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験あり兼業・副業実施中

女性（n=3,102）

男性（n=4,593）

総計（n=7,695） 9.4 5.6 40.93.240.9

10.1 6.0 41.22.440.3

8.4 5.0 40.54.441.8

60 歳以上（n=842）
55 歳～ 59 歳（n=766）
50 歳～ 54 歳（n=1,032）
45 歳～ 49 歳（n=1,196）
40 歳～ 44 歳（n=954）
35 歳～ 39 歳（n=951）
30 歳～ 34 歳（n=870）
25 歳～ 29 歳（n=844）
20 歳～ 24 歳（n=240） 7.9 10.0 31.72.947.5

11.5 7.9 28.32.849.4
12.8 7.2 32.92.844.4
11.9 5.9 32.64.245.4
9.3 6.1 36.23.445.1
8.1 5.0 44.22.340.3
7.6 3.8 48.03.037.7
6.1 3.5 51.63.735.1
9.0 4.2 56.13.827.0

九州地方（n=834）
四国地方（n=204）
中国地方（n=487）
近畿地方（n=1,206）
中部地方（n=1,534）
関東地方（n=2,570）
東北地方（n=493）
北海道（n=367） 6.8 4.6 42.83.542.2

8.5 4.3 41.42.043.8
10.2 5.7 40.62.740.8

8.4 6.0 44.13.338.2
9.9 5.6 38.84.141.7
10.5 7.4 38.64.139.4
11.3 3.4 41.74.938.7
9.2 38.82.944.05.0

■雇用形態が正社員の人（単一回答　n=7,695）

(%)

(%)

(%)

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験なし
今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験あり
今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験あり兼業・副業実施中

女性（n=3,196）

男性（n=4,500）

総計（n=7,696） 9.9 5.3 40.43.341.1

11.2 5.0 41.42.839.7

8.2 5.8 38.84.043.2

11.0 5.5 36.13.943.5
8.9 4.8 42.11.942.3
10.1 5.1 40.72.441.7
11.0 5.4 39.64.239.8
10.3 5.4 40.03.740.6
8.7 5.9 42.73.039.7
6.9 4.2 42.14.642.1
8.5 40.23.941.46.0

兼業・副業の実施状況 個人編
性別、年齢別、地域別

性別

年齢別

地域別

性別

年齢別

地域別
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兼業・副業の実施状況 個人編
勤務先業種別、勤務先従業員規模別

兼業・副業の実施状況

20 2 1 年調査結果

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験あり

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験あり兼業・副業実施中

その他の業種（n=158）
上記以外のサービス業（n=688）

複合サービス事業（n=85）
医療，福祉（n=1,304）

教育，学習支援業（n=196）
生活関連サービス業，娯楽業（n=160）
宿泊業，飲食サービス業（n=133）

学術研究，専門・技術サービス業（n=173）
不動産業，物品賃貸業（n=162）

金融業，保険業（n=452）
卸売業，小売業（n=685）
運輸業，郵便業（n=473）
情報通信業（n=426）

電気・ガス・熱供給・水道業（n=123）
製造業（n=1,918）
建設業（n=519）

鉱業，採石業，砂利採取業（n=9）
漁業（n=7）

農業，林業（n=24）

10.6

10.6

9.8

9.2

9.9

8.0

10.3

10.6

8.5

4.2

5.2

4.9

6.0

5.7

6.3

6.9

6.7

5.8

4.5

4.5

36.4

40.0

41.2

41.5

46.5

41.8

42.8

47.6

39.2

34.3

4.3

4.0

3.0

3.0

2.3

3.4

2.3

2.1

2.8

4.2

43.5

40.5

40.0

40.5

35.0

39.9

37.9

33.9

45.0

52.9わからない（n=289）

5,000 人以上（n=1,133）

3,000-4,999 人（n=330）

1,000-2,999 人（n=731）

500-999 人（n=622）

300-499 人（n=523）

100-299 人（n=1,189）

50-99 人（n=867）

10-49 人（n=1,314）

10 人未満（n=697）

■雇用形態が正社員の人（単一回答　n=7,695）

(%)

(%)

16.7 4.2 50.04.225.0
28.6 28.6 14.314.314.3

22.2 33.311.133.3
8.9 5.2 42.01.942.0
7.6 4.6 44.12.541.2
9.8 4.9 45.53.336.6
10.3 5.4 38.02.144.1
8.7 3.6 48.83.235.7
8.6 4.7 39.33.144.4
9.3 5.5 42.33.139.8
13.6 8.0 40.13.135.2
9.8 5.2 36.45.243.4
13.5 8.3 42.12.333.8
11.9 6.3 35.65.041.3
10.7 6.6 30.61.051.0
10.3 6.9 36.34.641.9
7.1 8.2 42.43.538.8
11.3 6.0 40.63.638.5
10.1 7.6 43.74.434.2

0.0

兼業・副業の実施状況

20 2 2 年調査結果

■雇用形態が正社員の人（単一回答　n=7,696）

(%)

(%)

その他の業種（n=150）
上記以外のサービス業（n=648）

複合サービス事業（n=88）
医療，福祉（n=1,300）

教育，学習支援業（n=203）
生活関連サービス業，娯楽業（n=129）

宿泊業，飲食サービス業（n=155）
学術研究，専門・技術サービス業（n=156）

不動産業，物品賃貸業（n=167）
金融業，保険業（n=434）
卸売業，小売業（n=763）
運輸業，郵便業（n=460）
情報通信業（n=433）

電気・ガス・熱供給・水道業（n=125）
製造業（n=1,916）
建設業（n=510）

鉱業，採石業，砂利採取業（n=15）
漁業（n=9）

農業，林業（n=35） 17.1 0.0 48.62.931.4
22.2 22.2 33.30.022.2

13.3 26.726.7 13.320.0
11.0 4.3 39.24.940.6
9.2 5.2 41.92.940.8
9.6 7.2 42.45.635.2
9.5 4.4 40.22.343.6
9.3 5.2 45.92.836.7
7.9 5.0 41.22.443.6
8.8 3.2 42.91.244.0
10.8 7.8 35.94.840.7
10.3 8.3 41.71.338.5
11.6 5.2 34.85.842.6
14.0 8.5 35.73.138.8
12.8 5.9 35.53.941.9
11.4 6.2 36.14.142.2
14.8 5.7 45.52.331.8
9.7 4.5 42.93.139.8
5.3 4.0 38.06.746.0

わからない（n=297）

5,000 人以上（n=1,216）

3,000-4,999 人（n=292）

1,000-2,999 人（n=733）

500-999 人（n=678）

300-499 人（n=524）

100-299 人（n=1,129）

50-99 人（n=851）

10-49 人（n=1,252）

10 人未満（n=724） 11.6

10.0

9.6

10.2

9.5

9.4

12.1

8.9

9.6

4.4

35.4

40.0

41.6

41.9

38.9

42.2

43.8

49.3

43.2

34.0

42.5

40.7

39.5

37.6

40.6

40.1

37.4

35.3

40.6

57.6

4.8

3.9

3.8

3.8

3.1

3.4

2.5

2.4

1.9

2.0

5.7

5.4

5.5

6.5

7.8

4.9

4.2

4.1

4.7

2.0

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向なし／過去に兼業・副業経験あり

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験なし

今後の実施意向あり／過去に兼業・副業経験あり兼業・副業実施中

その他の業種（n=158）
上記以外のサービス業（n=688）

複合サービス事業（n=85）
医療，福祉（n=1,304）

教育，学習支援業（n=196）
生活関連サービス業，娯楽業（n=160）
宿泊業，飲食サービス業（n=133）

学術研究，専門・技術サービス業（n=173）
不動産業，物品賃貸業（n=162）

金融業，保険業（n=452）
卸売業，小売業（n=685）
運輸業，郵便業（n=473）
情報通信業（n=426）

電気・ガス・熱供給・水道業（n=123）
製造業（n=1,918）
建設業（n=519）

鉱業，採石業，砂利採取業（n=9）
漁業（n=7）

農業，林業（n=24）

勤務先業種別

勤務先従業員規模別

勤務先業種別

勤務先従業員規模別
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わからない（n=289）
5,000 人以上（n=1,133）
3,000-4,999 人（n=330）
1,000-2,999 人（n=731）
500-999 人（n=622）
300-499 人（n=523）
100-299 人（n=1,189）
50-99 人（n=867）
10-49 人（n=1,314）
10 人未満（n=697）

その他の業種（n=158）
上記以外のサービス業（n=688）

複合サービス事業（n=85）
医療，福祉（n=1,304）

教育，学習支援業（n=196）
生活関連サービス業，娯楽業（n=160）
宿泊業，飲食サービス業（n=133）

学術研究，専門・技術サービス業（n=173）
不動産業，物品賃貸業（n=162）

金融業，保険業（n=452）
卸売業，小売業（n=685）
運輸業，郵便業（n=473）
情報通信業（n=426）

電気・ガス・熱供給・水道業（n=123）
製造業（n=1,918）
建設業（n=519）

鉱業，採石業，砂利採取業（n=9）
漁業（n=7）

農業，林業（n=24）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
九州地方（n=834）
四国地方（n=204）
中国地方（n=487）
近畿地方（n=1,206）
中部地方（n=1,534）
関東地方（n=2,570）
東北地方（n=493）
北海道（n=367）

勤務先での兼業・副業制度有無の状況

兼業・副業を認める人事制度の有無 兼業・副業を認める人事制度の有無

わからない兼業・副業制度はない兼業・副業制度がある

総計（n=7,696）

九州地方（n=855）
四国地方（n=216）
中国地方（n=473）
近畿地方（n=1,177）
中部地方（n=1,532）
関東地方（n=2,617）
東北地方（n=463）
北海道（n=363）

(%)

■雇用形態が正社員の人（単一回答　 n=7,696）

個人編
地域別、勤務先業種別、勤務先従業員規模別

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

その他の業種（n=150）
上記以外のサービス業（n=648）

複合サービス事業（n=88）
医療，福祉（n=1,300）

教育，学習支援業（n=203）
生活関連サービス業，娯楽業（n=129）
宿泊業，飲食サービス業（n=155）

学術研究，専門・技術サービス業（n=156）
不動産業，物品賃貸業（n=167）

金融業，保険業（n=434）
卸売業，小売業（n=763）
運輸業，郵便業（n=460）
情報通信業（n=433）

電気・ガス・熱供給・水道業（n=125）
製造業（n=1,916）
建設業（n=510）

鉱業，採石業，砂利採取業（n=15）
漁業（n=9）

農業，林業（n=35）

わからない（n=297）
5,000 人以上（n=1,216）
3,000-4,999 人（n=292）
1,000-2,999 人（n=733）
500-999 人（n=678）
300-499 人（n=524）
100-299 人（n=1,129）
50-99 人（n=851）
10-49 人（n=1,252）
10 人未満（n=724）

■雇用形態が正社員の人（単一回答　 n=7,695）

21.6 53.3 25.1

18.5

15.6

25.0

20.2

23.0

18.4

19.0

18.8

55.4

53.1

53.6

53.4

52.6

54.3

49.1

53.0

26.2

31.3

21.4

26.4

24.4

27.3

31.9

28.2

22.9
44.4
26.7
14.7
22.3
20.0
33.9
17.8
17.2
31.1
16.8
24.4
24.5
29.5
23.6
19.3
25.0
20.5
19.3

20.0
22.2
46.7
57.3
54.8
56.8
47.6
57.0
57.5
51.2
61.1
54.5
54.8
45.7
53.2
52.1
51.1
48.0
48.7

57.1
33.3
26.7
28.0
22.9
23.2
18.5
25.2
25.3
17.7
22.2
21.2
20.6
24.8
23.2
28.6
23.9
31.5
32.0

15.7

16.8

15.2

19.9

22.1

22.1

26.1

27.4

34.5

10.1

46.8

50.5

56.1

56.8

58.6

59.4

57.4

55.5

51.0

34.0

37.4

32.7

28.8

23.3

19.3

18.4

16.5

17.1

14.6

55.9

わからない兼業・副業制度はない兼業・副業制度がある

総計（n=7,695） (%)19.1 56.3 24.5

14.7

15.8

22.5

16.2

21.1

15.4

19.1

17.5

61.0

54.6

55.0

57.8

57.0

58.3

47.5

56.5

24.3

29.6

22.5

25.9

21.8

26.3

33.3

26.0

25.0
42.9
33.3
12.7
16.5
26.8
29.8
19.5
17.1
22.1
19.1
22.0
17.3
25.0
23.0
18.5
16.5
20.6
22.2

50.0
28.6
33.3
62.6
59.3
56.9
50.7
55.4
57.1
60.8
54.9
54.3
57.9
56.3
55.1
51.5
62.4
54.9
51.3

25.0
28.6
33.3
24.7
24.2
16.3
19.5
25.2
25.8
17.0
25.9
23.7
24.8
18.8
21.9
30.1
21.2
24.4
26.6

15.5

16.1

17.1

17.6

17.6

19.5

21.3

21.8

28.2

12.5

48.8

52.4

56.7

59.0

63.7

61.9

61.8

61.8

55.4

38.1

35.7

31.6

26.2

23.4

18.7

18.6

16.8

16.4

16.3

49.5

(%)

(%)

地域別

勤務先業種別

勤務先従業員規模別

(%)

(%)

(%)

地域別

勤務先業種別

勤務先従業員規模別

(%) 15



兼業・副業実施のきっかけ
実施中＆再開予定

個人編

兼業・副業実施のきっかけ（兼業・副業実施中 +経験あり再開予定） 兼業・副業実施のきっかけ（兼業・副業実施中+経験あり再開予定）
■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
　（複数回答　 n=932）

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
　（複数回答　 2022 年： n=932 / 2021 年： n=932 ）
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その他

上司からの勧め

取引先の人に頼まれた

SNSで話題になった

職場で話題になった

家族からの勧め

テレビ・新聞・雑誌でニュースや記事を見かけた

友人・知人に頼まれた

友人・知人との会話で話題になった

ビジネスサイトや求人関連のサイト・アプリで見かけた

転職・独立を考えていた

検索サイト・ニュースサイト・ニュースアプリで見かけた

テレワークなどの働き方の変化で時間ができた

会社から兼業・副業のやり方などのアドバイスがあった

働き方改革により時間ができた

会社から兼業・副業制度の説明があった

ライフスタイルの変化により時間ができた

自分のキャリアを見つめ直した

すでに兼業・副業をしている人が身近にいた

(%) 0 10 20 30 40

2021 年

2022 年

その他

上司からの勧め

取引先の人に頼まれた

SNSで話題になった

職場で話題になった

家族からの勧め

テレビ・新聞・雑誌でニュースや記事を見かけた

友人・知人に頼まれた

友人・知人との会話で話題になった

ビジネスサイトや求人関連のサイト・アプリで見かけた

転職・独立を考えていた

検索サイト・ニュースサイト・ニュースアプリで見かけた

テレワークなどの働き方の変化で時間ができた

会社から兼業・副業のやり方などのアドバイスがあった

働き方改革により時間ができた

会社から兼業・副業制度の説明があった

ライフスタイルの変化により時間ができた

自分のキャリアを見つめ直した

すでに兼業・副業をしている人が身近にいた

(%)

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較
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※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載16



兼業・副業実施のきっかけ
やってみたい
個人編

兼業・副業を実施してみたいと思ったきっかけ ( 経験なし実施意向あり) 兼業・副業を実施してみたいと思ったきっかけ ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人（複数回答　 n=620） ■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人

　（複数回答　 2022 年： n=620 / 2021 年： n=620 ）

※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載
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その他

上司からの勧め

取引先の人に頼まれた

家族からの勧め

友人・知人に頼まれた

会社から兼業・副業のやり方などのアドバイスがあった

ビジネスサイトや求人関連のサイト・アプリで見かけた

職場で話題になった

SNSで話題になった

会社から兼業・副業制度の説明があった

検索サイト・ニュースサイト・ニュースアプリで見かけた

友人・知人との会話で話題になった

ライフスタイルの変化により時間ができた

テレワークなどの働き方の変化で時間ができた

すでに兼業・副業をしている人が身近にいた

働き方改革により時間ができた

転職・独立を考えていた

テレビ・新聞・雑誌でニュースや記事を見かけた

自分のキャリアを見つめ直した
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その他

上司からの勧め

取引先の人に頼まれた

家族からの勧め

友人・知人に頼まれた

会社から兼業・副業のやり方などのアドバイスがあった

ビジネスサイトや求人関連のサイト・アプリで見かけた

職場で話題になった

SNSで話題になった

会社から兼業・副業制度の説明があった

検索サイト・ニュースサイト・ニュースアプリで見かけた

友人・知人との会話で話題になった

ライフスタイルの変化により時間ができた

テレワークなどの働き方の変化で時間ができた

すでに兼業・副業をしている人が身近にいた

働き方改革により時間ができた

転職・独立を考えていた

テレビ・新聞・雑誌でニュースや記事を見かけた

自分のキャリアを見つめ直した

(%)

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

26.5

17.1

14.7

14.5

13.7

13.7

13.5

11.1

10.8

8.2

7.7

6.8

6.8

5.0

4.5

4.2

1.8

1.6

10.8

26.5

17.1

14.7

14.5

13.7

13.7

13.5

11.1

10.8

8.2

7.7

6.8

6.8

5.0

4.5

4.2

1.8

1.6

10.8

29.7

15.6

15.8

11.3

11.9

10.8

13.2

11.9

14.2

5.0

8.2

4.5

5.6

4.7

4.0

3.4

1.5

0.8

7.6

17



新型コロナウイルス感染拡大と兼業・副業
実施中＆再開予定／やってみたい

2 0 2 2 年調査結果
兼業・副業実施のきっかけ（兼業・副業実施中 +経験あり再開予定）

20 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、
　今後実施意向（再開予定）　がある人 ]（複数回答　 n=932）

兼業・副業実施のきっかけ ( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )
■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向
　（再開予定）がある人 ]（複数回答　 2022 年： n=932 / 2021 年： n=932 ）

(%)0 10 20 30 40 50

その他

新型コロナの影響で、よりやりがいのある仕事をしたいと思ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で、自分自身のキャリアを見つめ直したため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響によって、テレワークになって時間ができたため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で収入が減ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響と、兼業・副業をはじめた（検討した）きっかけは、
特に関係がない

0 10 20 30 40 50

2021 年
2022 年

その他

新型コロナの影響で、よりやりがいのある仕事をしたいと思ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で、自分自身のキャリアを見つめ直したため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響によって、テレワークになって時間ができたため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で収入が減ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響と、兼業・副業をはじめた（検討した）きっかけは、
特に関係がない

兼業・副業を実施してみたいと思ったきっかけ ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　n=620）
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その他

新型コロナの影響で、よりやりがいのある仕事をしたいと思ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響によって、テレワークになって時間ができたため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で、自分自身のキャリアを見つめ直したため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で収入が減ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響と、兼業・副業をはじめた（検討した）きっかけは、
特に関係がない

(%)

(%)

兼業・副業を実施してみたいと思ったきっかけ ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
（複数回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620 ）
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新型コロナの影響で、よりやりがいのある仕事をしたいと思ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響によって、テレワークになって時間ができたため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で、自分自身のキャリアを見つめ直したため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響で収入が減ったため、
兼業・副業を検討した

新型コロナの影響と、兼業・副業をはじめた（検討した）きっかけは、
特に関係がない

(%)

※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

個人編
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新型コロナウイルス感染拡大と兼業・副業
実施中

20 2 2 年調査結果

新型コロナウイルスの感染拡大と兼業・副業を始めたきっかけ

■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620）

Ｑ.2020 年 3 月頃以降の新型コロナウイルスの感染拡大は、
　 実施している（実施されていた）兼業・副業を始めたきっかけに関係していますか？

今後新型コロナウイルスの感染拡大が収束した場合の
兼業・副業の継続意向
■新型コロナウイルスの感染拡大が兼業・副業を始めたきっかけに関係していると回答した人
　（単一回答　n=248）

(%) 関係していない

関係している

40.060.0

(%)

新型コロナの収束後は、
兼業・副業をやめる予定

新型コロナの収束後も、
兼業・副業を継続する予定96.0

4.0

個人編
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兼業・副業実施の理由
実施中＆再開予定

2 0 2 2 年調査結果
兼業・副業実施の理由 （兼業・副業実施中 +経験あり再開予定）

20 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較
兼業・副業実施の理由 ( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
 （複数回答　n=932）

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
（複数回答　 2022 年：n=932 / 2021 年：n=932 ）
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その他

主たる職業ではやりたい仕事ができないため

テレワークとなったのでできるようになった

家族や友人、知り合いなどに頼まれたため

社会に貢献したいため

時間にゆとりがあるため

様々な分野の人とつながり、ネットワークを
ひろげるため

自分の興味があること・好きなことをやりたいため

自分の知識や能力を社外でも試してみたいため

転職や独立の準備に向けた経験をするため

主たる職業の会社とは異なる場でやりがいを
みつけたいため

兼業・副業での経験を主たる職業の仕事に
活用するため

主たる職業の仕事では得られないような知識や経験を
獲得するため

生計を維持する（生活費や学費を稼ぐ）ため

生計を維持する最低限の費用以外に、
貯蓄や自由に使えるお金を確保するため

(%) 0 10 20 30 40 50

2021 年

2022 年

その他

主たる職業ではやりたい仕事ができないため

テレワークとなったのでできるようになった

家族や友人、知り合いなどに頼まれたため

社会に貢献したいため

時間にゆとりがあるため

様々な分野の人とつながり、ネットワークを
ひろげるため

自分の興味があること・好きなことをやりたいため

自分の知識や能力を社外でも試してみたいため

転職や独立の準備に向けた経験をするため

主たる職業の会社とは異なる場でやりがいを
みつけたいため

兼業・副業での経験を主たる職業の仕事に
活用するため

主たる職業の仕事では得られないような知識や経験を
獲得するため

生計を維持する（生活費や学費を稼ぐ）ため

生計を維持する最低限の費用以外に、
貯蓄や自由に使えるお金を確保するため

(%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

個人編
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兼業・副業実施の理由
やってみたい

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

0 10 20 30 40 50 60

その他

家族や友人、知り合いなどに頼まれたため

主たる職業ではやりたい仕事ができないため

テレワークとなったのでできるようになった

兼業・副業での経験を主たる職業の仕事に
活用するため

転職や独立の準備に向けた経験をするため

時間にゆとりがあるため

様々な分野の人とつながり、ネットワークを
ひろげるため

社会に貢献したいため

自分の知識や能力を社外でも試してみたいため

自分の興味があること・好きなことをやりたいため

主たる職業の会社とは異なる場でやりがいを
みつけたいため

主たる職業の仕事では得られないような知識や経験を
獲得するため

生計を維持する最低限の費用以外に、
貯蓄や自由に使えるお金を確保するため

生計を維持する（生活費や学費を稼ぐ）ため

(%) 0 10 20 30 40 50 60

2021 年

2022 年

その他

家族や友人、知り合いなどに頼まれたため

主たる職業ではやりたい仕事ができないため

テレワークとなったのでできるようになった

兼業・副業での経験を主たる職業の仕事に
活用するため

転職や独立の準備に向けた経験をするため

時間にゆとりがあるため

様々な分野の人とつながり、ネットワークを
ひろげるため

社会に貢献したいため

自分の知識や能力を社外でも試してみたいため

自分の興味があること・好きなことをやりたいため

主たる職業の会社とは異なる場でやりがいを
みつけたいため

主たる職業の仕事では得られないような知識や経験を
獲得するため

生計を維持する最低限の費用以外に、
貯蓄や自由に使えるお金を確保するため

生計を維持する（生活費や学費を稼ぐ）ため

(%)

兼業・副業を実施してみたいと思った理由 ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人（複数回答　n=620）

兼業・副業を実施してみたいと思った理由 ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620 ）

個人編
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※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載21



兼業・副業の仕事で重視する点
実施中＆再開予定

2 0 2 2 年調査結果
兼業・副業の仕事を探すときに重視した点
（兼業・副業実施中 +経験あり再開予定）

20 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
 　（複数回答　n=932）

兼業・副業の仕事を探すときに重視した点
（兼業・副業実施中 +経験あり再開予定）
■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
　（複数回答　 2022 年：n=932 / 2021 年：n=932 ）
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その他

職場の従業員構成（年齢層・性別など）

取り扱っている商品やサービスの内容

兼業・副業先の同じ職場に兼業・副業者がいること

福利厚生が充実していること

柔軟な勤務スタイルが認められていること
（リモートワークできる、WEB会議などで働けるなど）

短期・単発の仕事であること

1カ月当たりの勤務時間

企業理念・ビジョンへの共感

長く続けられる仕事であること

勤務地・勤務エリア

勤務時間帯

勤務日数

一緒に仕事をする同僚との関係性

新しい知識や経験を得られる仕事内容であること

自分に適した雇用形態を選択できること

職場の雰囲気や風土

自分の能力や経験を活用できる仕事内容であること

給料・報酬
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2022 年

その他

職場の従業員構成（年齢層・性別など）

取り扱っている商品やサービスの内容

兼業・副業先の同じ職場に兼業・副業者がいること

福利厚生が充実していること

柔軟な勤務スタイルが認められていること
（リモートワークできる、WEB会議などで働けるなど）

短期・単発の仕事であること

1カ月当たりの勤務時間

企業理念・ビジョンへの共感

長く続けられる仕事であること

勤務地・勤務エリア

勤務時間帯

勤務日数

一緒に仕事をする同僚との関係性

新しい知識や経験を得られる仕事内容であること

自分に適した雇用形態を選択できること

職場の雰囲気や風土

自分の能力や経験を活用できる仕事内容であること

給料・報酬

(%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

個人編
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2 0 2 2 年調査結果
兼業・副業の仕事を探すときに重視したい点
（経験なし実施意向あり）

20 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人（複数回答　n=620）

兼業・副業の仕事を探すときに重視したい点 
( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620 ）
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兼業・副業先の同じ職場に兼業・副業者がいること

短期・単発の仕事であること

取り扱っている商品やサービスの内容

福利厚生が充実していること

企業理念・ビジョンへの共感

柔軟な勤務スタイルが認められていること
（リモートワークできる、WEB会議などで働けるなど）

新しい知識や経験を得られる仕事内容であること

一緒に仕事をする同僚との関係性

長く続けられる仕事であること

1カ月当たりの勤務時間

自分の能力や経験を活用できる仕事内容であること

勤務日数

勤務時間帯

自分に適した雇用形態を選択できること

職場の雰囲気や風土

勤務地・勤務エリア

給料・報酬
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取り扱っている商品やサービスの内容

福利厚生が充実していること

企業理念・ビジョンへの共感

柔軟な勤務スタイルが認められていること
（リモートワークできる、WEB会議などで働けるなど）

新しい知識や経験を得られる仕事内容であること

一緒に仕事をする同僚との関係性

長く続けられる仕事であること

1カ月当たりの勤務時間

自分の能力や経験を活用できる仕事内容であること

勤務日数

勤務時間帯

自分に適した雇用形態を選択できること

職場の雰囲気や風土

勤務地・勤務エリア

給料・報酬

(%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載
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兼業・副業の仕事で重視する点
やってみたい
個人編
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兼業・副業の効果実感
実施中＆再開予定

個人編

202 2 年調査結果
兼業・副業を実施して感じたこと
 ( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )

2 0 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
　（複数回答　n=932）

兼業・副業を実施して感じたこと
 ( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )
■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]
　（複数回答　 2022 年：n=932 / 2021 年：n=932）

0 10 20 30 40

その他

独立や転職に自信がついた

現在の仕事に前向きに取り組むようになった

自分自身の市場価値の高まりを感じた

社会に貢献できる実感を得ることができた

自分のスキルや経験が社外でも通用すると感じた

自分の強みや課題を自覚できた

社外のネットワークやつながりが構築できた

本業以外で仕事のやりがいを感じた

本業の仕事の魅力を改めて感じた

新しい知識やスキルを獲得できた

新しい視点、柔軟な発想ができるようになった

本業の労働環境の魅力を改めて感じた

時間を意識しながらより効率よく
仕事を進められるようになった

本業から収入に追加して副収入が得られた
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その他

独立や転職に自信がついた

現在の仕事に前向きに取り組むようになった

自分自身の市場価値の高まりを感じた

社会に貢献できる実感を得ることができた

自分のスキルや経験が社外でも通用すると感じた

自分の強みや課題を自覚できた

社外のネットワークやつながりが構築できた

本業以外で仕事のやりがいを感じた

本業の仕事の魅力を改めて感じた

新しい知識やスキルを獲得できた

新しい視点、柔軟な発想ができるようになった

本業の労働環境の魅力を改めて感じた

時間を意識しながらより効率よく
仕事を進められるようになった

本業から収入に追加して副収入が得られた

(%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載
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兼業・副業に期待すること
やってみたい
個人編

202 2 年調査結果
兼業・副業に期待すること ( 経験なし実施意向あり)

2 0 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　n=620）

兼業・副業に期待すること ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620 ）
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その他

現在の仕事に前向きに取り組むようになりたい

独立や転職に自信をつけたい

自分自身の市場価値の高まりを感じたい

本業の労働環境の魅力を改めて感じたい

自分のスキルや経験が社外でも通用すると感じたい

社会に貢献できる実感を得たい

自分の強みや課題を自覚したい

本業の仕事の魅力を改めて感じたい

社外のネットワークやつながりを構築したい

本業以外で仕事のやりがいを感じたい

時間を意識しながらより効率よく
仕事を進められるようになりたい

新しい知識やスキルを獲得したい

新しい視点、柔軟な発想ができるようになりたい

本業から収入に追加して副収入を得たい
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現在の仕事に前向きに取り組むようになりたい

独立や転職に自信をつけたい

自分自身の市場価値の高まりを感じたい

本業の労働環境の魅力を改めて感じたい

自分のスキルや経験が社外でも通用すると感じたい

社会に貢献できる実感を得たい

自分の強みや課題を自覚したい

本業の仕事の魅力を改めて感じたい

社外のネットワークやつながりを構築したい

本業以外で仕事のやりがいを感じたい

時間を意識しながらより効率よく
仕事を進められるようになりたい

新しい知識やスキルを獲得したい

新しい視点、柔軟な発想ができるようになりたい

本業から収入に追加して副収入を得たい39.2
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※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載25



兼業・副業開始時の難しさ
実施中＆再開予定

個人編

202 2 年調査結果

兼業・副業を開始するときの難しさ・煩雑さを感じたこと ( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )
■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、今後実施意向（再開予定）がある人 ]（複数回答　n=932）
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本業の上司から承諾を得るのが難しかった

家族から反対された、心配された

本業の会社から兼業・副業実施の承認を得るのが難しかった・煩雑だった

兼業・副業先との契約手続きや仕事内容のすり合わせが難しかった

兼業・副業を探す際に、自分に合うサイトや事業者を見つけるのが難しかった

希望する仕事内容を見つけるのが難しかった

特に障壁や難しさはなかった

(%)

39.7

21.9

21.9

19.0

15.8

13.4

11.3

1.2

26



兼業・副業実施中の難しさ／不安
実施中＆再開予定／やってみたい

個人編

202 2 年調査結果
兼業・副業を実施して難しさを感じたこと 
( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )

2 0 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、
　今後実施意向（再開予定）がある人 ]  （複数回答　n=932）

兼業・副業を実施して難しさを感じたこと 
( 兼業・副業実施中 +経験あり再開予定 )
■[ 兼業・副業実施中の人 ] および [ 過去に兼業・副業の実施経験があり、
　今後実施意向（再開予定）がある人 ]（複数回答　 2022 年：n=932 / 2021 年：n=932 ）

(%)0 10 20 30 40
特にない
その他

成果を上げるための改善サイクルがまわしづらい
プロジェクトマネジメントがしっかりされていない

時間がかかることを兼業・副業先に理解してもらえない
兼業・副業先の信頼関係構築が難しい（コミュニケーション不足を感じる）

想定していたよりも成果が上がるのに時間がかかる
兼業・副業先でのスキル不足を感じる

本業の会社でのキャリアアップが難しくなる
守秘義務など規則の遵守ができているかの判断が難しい
兼業・副業の確定申告などの知識不足、手続きが難しい

期待したほどの収入が得られない
プライベートとの両立が難しい

本業の会社での立場が難しくなる（上司や同僚から嫌がられるなど）
本業の業務に支障がでる

体力面や健康面の管理が難しい
本業との両立（時間管理）が難しい

休日などの休息時間が減少する
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特にない
その他

成果を上げるための改善サイクルがまわしづらい
プロジェクトマネジメントがしっかりされていない

時間がかかることを兼業・副業先に理解してもらえない
兼業・副業先の信頼関係構築が難しい（コミュニケーション不足を感じる）

想定していたよりも成果が上がるのに時間がかかる
兼業・副業先でのスキル不足を感じる

本業の会社でのキャリアアップが難しくなる
守秘義務など規則の遵守ができているかの判断が難しい
兼業・副業の確定申告などの知識不足、手続きが難しい

期待したほどの収入が得られない
プライベートとの両立が難しい

本業の会社での立場が難しくなる（上司や同僚から嫌がられるなど）
本業の業務に支障がでる

体力面や健康面の管理が難しい
本業との両立（時間管理）が難しい

休日などの休息時間が減少する

(%)

30.8
26.3

24.2
22.4

20.6
21.7

20.5
20.3

17.9
15.8

12.7
10.1

7.8
6.1
5.9
5.7

0.6
14.8

30.8

26.3

24.2

22.4

20.6

21.7

20.5

20.3

17.9

15.8

12.7

10.1

7.8

6.1

5.9

5.7

0.6

14.8

32.4

29.4

22.3

24.9

21.7

21.5

21.1

17.5

21.0

15.0

15.6

8.2

0.4

11.7

※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載
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時間がかかることを兼業・副業先に理解してもらえない

成果を上げるための改善サイクルがまわしづらい
本業の会社でのキャリアアップが難しくなる

兼業・副業先の信頼関係構築が難しい（コミュニケーション不足を感じる）
想定していたよりも成果が上がるのに時間がかかる

守秘義務など規則の遵守ができているかの判断が難しい
本業の会社での立場が難しくなる（上司や同僚から嫌がられるなど）

兼業・副業先でのスキル不足を感じる
兼業・副業の確定申告などの知識不足、手続きが難しい

期待したほどの収入が得られない
体力面や健康面の管理が難しい
プライベートとの両立が難しい

本業の業務に支障がでる
休日などの休息時間が減少する

本業との両立（時間管理）が難しい 56.5
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兼業・副業を実施するにあたっての不安
 ( 経験なし実施意向あり)
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620 ）

兼業・副業を実施するにあたっての不安
 （経験なし実施意向あり）
■過去に兼業・副業の実施経験がなく、今後実施意向がある（やってみたい）人
　（複数回答　n=620）
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時間がかかることを兼業・副業先に理解してもらえない

成果を上げるための改善サイクルがまわしづらい
本業の会社でのキャリアアップが難しくなる

兼業・副業先の信頼関係構築が難しい（コミュニケーション不足を感じる）
想定していたよりも成果が上がるのに時間がかかる

守秘義務など規則の遵守ができているかの判断が難しい
本業の会社での立場が難しくなる（上司や同僚から嫌がられるなど）

兼業・副業先でのスキル不足を感じる
兼業・副業の確定申告などの知識不足、手続きが難しい

期待したほどの収入が得られない
体力面や健康面の管理が難しい
プライベートとの両立が難しい

本業の業務に支障がでる
休日などの休息時間が減少する
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※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載
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実施している兼業・副業の内容
実施中

個人編

実施している兼業・副業の数 （兼業・副業実施中）
■兼業・副業実施中の人（数値回答　n=620）

実施している兼業・副業の数 ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（数値回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620）

(%) (%)
0

10

20

30

40

50

60

70

80

1 つ 2 つ 3つ 4つ 5つ以上

79.8

14.8

3.9
0.5 1.0

3つ 4つ 5つ以上2つ1つ

2021 年

2022 年 79.8 14.8

0.5

1.03.9

75.0 17.7

1.1

2.14.0

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

実施している兼業・副業の契約期間 （兼業・副業実施中）
■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620）

実施している兼業・副業の契約期間 ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（単一回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620）

(%)
(%)

特に期間の定めがない

6カ月以上

3カ月以上 6カ月未満

1カ月以上 3カ月未満
1週間以上 1カ月未満

1日以上 1週間未満

数時間や 1日で完了する

31.8

13.7
8.73.5

4.2

31.1

6.9

特に期間の定めがない6カ月以上3カ月以上6カ月未満1カ月以上3カ月未満

1週間以上1カ月未満1日以上1週間未満数時間や1日で完了する

2021 年

2022 年 31.8 13.7 8.7 3.5 4.2 6.9 31.1

31.9 16.0 8.4 4.0 4.4 6.1 29.2
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実施している兼業・副業の内容
実施中

個人編

202 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

兼業・副業の仕事内容と主たる職業との関係 ( 兼業・副業実施中） 兼業・副業の仕事内容と主たる職業との関係 ( 兼業・副業実施中 )

(%)

兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容と
まったく関係がない

兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容と
あまり関係がない

兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容と
よく関係している

兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容と
非常によく関係している

(%)

9.2

51.5

25.6

13.7
兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容とまったく関係がない

兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容とあまり関係がない
兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容とよく関係している
兼業・副業の内容は、主たる職業の仕事内容と非常によく関係している

2021 年

2022 年

24.5 20.6 38.216.6

9.2 13.7 51.525.6

■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620） ■兼業・副業実施中の人（単一回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620）
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実施している兼業・副業の内容
実施中

個人編

202 2 年調査結果

実施している兼業・副業の仕事のタイプ ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620）

実施している兼業・副業の仕事の領域  ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620）

(%)

その他

経営課題や事業についてのアドバイザリーに関する案件

新製品・新規サービスの企画や計画立案に関する案件

既存事業の改善や生産性向上に関する案件

(%)

46.3

21.0

21.3

11.5

13.4

12.3

10.6

9.8

8.2

7.1

6.5

5.3

26.8

0 10 20 30

その他

デジタルマーケティングや
ECの強化

組織開発や採用強化

新規事業創出

財務、経営改善

商品開発

マーケティング、
プロモーションや営業強化

社内のデジタル化、IT 化

業務プロセスの改善、効率化
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実施している兼業・副業の内容
実施中

個人編

202 2 年調査結果

１カ月の兼業・副業の労働時間 ( 兼業・副業実施中 )

2 0 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

１カ月の兼業・副業の労働時間 ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（数量回答　 2022 年：n=594 / 2021 年：n=594）

※調査時点（2022 年 1 月／ 2023 年 1 月）で実施している兼業・副業の労働時間（複数の兼業・副業がある場合は
　最も収入の多いものについて回答）。それぞれ異常値と思われるサンプル（2021 年 26 人／ 2022 年 26 人）を除外して集計

(%)

■兼業・副業実施中の人（数量回答　n=594）

※調査時点（2023 年 1 月）で兼業・副業を実施している人。異常値と思われる 26 人を除外して集計

(%)
50時間以上

40～49時間

30～39時間

20～29時間

10～19時間

10時間未満

24.4

25.020.3

14.3

7.7
8.3

25.8 22.9 19.5 15.4 9.66.7

32.5 22.1 18.5 12.0 9.35.7

50時間以上40～49時間30～39時間
20～29時間10～19時間10時間未満

2021年

2022年 24.4 25.0 20.3 14.3 7.7 8.3

32.5 22.1 18.5 12.0 5.7 9.3

１カ月の兼業・副業から得られる報酬 ( 兼業・副業実施中 ) １カ月の兼業・副業から得られる報酬 ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（数量回答　 2022 年：n=598 / 2021 年：n=590）

(%)

■兼業・副業実施中の人（数量回答　n=598）

※調査時点（2022 年 1 月／ 2023 年 1 月）で実施している兼業・副業の報酬（複数の兼業・副業がある場合は
    最も収入の多いものについて回答）。それぞれ異常値と思われるサンプル（2021 年 30 人／ 2022 年 22 人）を除外して集計

※調査時点（2023 年 1 月）で兼業・副業を実施している人。異常値と思われる 22 人を除外して集計

(%)

30万円以上

20～29万円

15～19万円

10～14万円

5～9万円

5万円未満

36.6

28.6

15.9

4.2
7.9

6.9

25.8 22.9 19.5 15.4 6.7

32.5 22.1 18.5 12.0 9.35.7

30万円以上20～29万円15～19万円
10～14万円5～9万円5万円未満

2021年

2022年 36.6 28.6 15.9 4.2 7.9 6.9

42.2 25.4 14.7 5.3 3.6 8.8
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兼業・副業の理解者や支援者
実施中

個人編

202 2 年調査結果

兼業・副業時の理解者や支援者の存在 ( 兼業・副業実施中 )

2 0 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

兼業・副業時の理解者や支援者の存在  ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人（単一回答　 2022 年：n=620 / 2021 年：n=620）

(%)

いないいる

2021年

2022年

■兼業・副業実施中の人（単一回答　n=620）

(%)

いない

いる

64.2
35.8

64.2 35.8

65.8 34.2

具体的な理解者や支援者 ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人で、理解者や支援者がいると回答した人（複数回答　n=398）

具体的な理解者や支援者  ( 兼業・副業実施中 )
■兼業・副業実施中の人で、理解者や支援者がいると回答した人
　（複数回答　2022 年：n=398 / 2021 年：n=408 ）

(%) (%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

兼業・副業先の人

主たる職場の上司

主たる職場の同僚

友人・知人

家族

0 10 20 30 40 50 60 70

2021 年

2022 年

その他

兼業・副業先の人

主たる職場の上司

主たる職場の同僚

友人・知人

家族 62.8 

 34.7 

 31.2 

 27.1 

 23.9 

 0.5 

 62.8 

 34.7 

 31.2 

 27.1 

 23.9 

 0.5 

64.5

35.5

32.6

28.7

19.1

 0.5 
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兼業・副業を再開しない理由
兼業・副業再開意向なし

個人編

202 2 年調査結果
兼業・副業の再開意向がない理由（兼業・副業経験あり+再開意向なし）

20 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■過去に兼業・副業を実施した経験があるが、今後の再開意向がない人（複数回答　n=312）
兼業・副業の再開意向がない理由（兼業・副業経験あり+再開意向なし）
■過去に兼業・副業を実施した経験があるが、今後の再開意向がない人
　（複数回答　2022 年：n=312 / 2021 年：n=312）

0 10 20 30 40

その他

兼業・副業できるスキルがないから

兼業・副業の確定申告などの知識不足、
手続きが難しいから

転職・独立の準備をしているから

守秘義務など規則の遵守ができているかの
判断が難しいから

本業の会社でのキャリアアップが
 難しくなった・なりそうだから

本業の会社での立場が難しくなったから
（上司や同僚から嫌がられるなど）

本業の業務に支障がでたから

プライベートとの両立が難しいから

自分が想定している収入に期待できない

本業との両立（時間管理）が難しいから

体力面や健康面に不安があるから

休日などの休息時間が減少したから

本業が忙しくて兼業・副業する時間がないから

そこまで働きたくないから

(%) 0 10 20 30 40

2021 年

2022 年

その他

兼業・副業できるスキルがないから

兼業・副業の確定申告などの知識不足、
手続きが難しいから

転職・独立の準備をしているから

守秘義務など規則の遵守ができているかの
判断が難しいから

本業の会社でのキャリアアップが 
難しくなった・なりそうだから

本業の会社での立場が難しくなったから
（上司や同僚から嫌がられるなど）

本業の業務に支障がでたから

プライベートとの両立が難しいから

自分が想定している収入に期待できない

本業との両立（時間管理）が難しいから

体力面や健康面に不安があるから

休日などの休息時間が減少したから

本業が忙しくて兼業・副業する時間がないから

そこまで働きたくないから

(%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

34.3

28.5

27.2

25.3

23.4

21.2

18.6

14.1

11.9

11.5

9.0

6.4

6.1

3.2

4.2

34.3

28.5

27.2

25.3

23.4

21.2

18.6

14.1

11.9

11.5

9.0

6.4

6.1

3.2

4.2

30.4

30.8

25.0

22.4

19.9

15.7

17.9

12.5

13.5

8.7

7.4

7.7

5.4

5.4

3.5
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兼業・副業を実施しない理由
兼業・副業実施意向なし

個人編

202 2 年調査結果
兼業・副業に興味がない理由（兼業・副業経験なし+実施意向なし）

20 2 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

■兼業・副業の実施経験がなく、今後も実施意向がない人（複数回答　n=208）
兼業・副業に興味がない理由（兼業・副業経験なし+実施意向なし）
■兼業・副業の実施経験がなく、今後も実施意向がない人（複数回答　2022 年：n=208 / 2021 年：n=208）

0 10 20 30 40 50

その他

転職・独立の準備をしているから

本業の会社でのキャリアアップが
難しくなりそうだから

守秘義務など規則の遵守ができているかの
判断が難しそうだから

兼業・副業の確定申告などの知識不足、
手続きが難しそうだから

本業の会社での立場が難しくなりそうだから
（上司や同僚から嫌がられるなど）

割に合う収入がなさそうだから

兼業・副業できるスキルがないから

現在の本業に満足しているから

体力面や健康面に不安があるから

本業の業務に支障がでそうだから

休日などの休息時間が減少しそうだから

本業との両立（時間管理）が難しそうだから

プライベートとの両立が難しそうだから

本業が忙しくて兼業・副業する時間がないから

(%) 0 10 20 30 40 50

その他

転職・独立の準備をしているから

本業の会社でのキャリアアップが
難しくなりそうだから

守秘義務など規則の遵守ができているかの
判断が難しそうだから

兼業・副業の確定申告などの知識不足、
手続きが難しそうだから

本業の会社での立場が難しくなりそうだから
（上司や同僚から嫌がられるなど）

割に合う収入がなさそうだから

兼業・副業できるスキルがないから

現在の本業に満足しているから

体力面や健康面に不安があるから

本業の業務に支障がでそうだから

休日などの休息時間が減少しそうだから

本業との両立（時間管理）が難しそうだから

プライベートとの両立が難しそうだから

本業が忙しくて兼業・副業する時間がないから

(%)
※2022 年回答結果の選択率が高い項目の順に掲載

2021 年

2022 年

42.8

27.9

26.9

21.2

15.9

13.9

13.5

13.5

12.0

8.2

7.2

3.8

2.4

1.9

2.4

34.6

22.6

22.6

19.2

17.8

9.1

13.9

12.0

12.5

3.8

7.2

4.8

2.9

1.9

4.8

42.8

27.9

26.9

21.2

15.9

13.9

13.5

13.5

12.0

8.2

7.2

3.8

2.4

1.9

2.4
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「ふるさと副業」への関心
全体

個人編

2022 年調査結果

【ふるさと副業】
昨今、都市圏で働く人が地方企業で兼業・副業を実施する事例が増えています。弊社ではこのような副業のあり方を「ふるさと副業」と称し、新しい働き方として注目しています。
本調査では、「ふるさと副業」を「回答者自身の住まいとは異なる地域での兼業・副業（テレワークを利用して現地に赴かない働き方も含みます）」ととらえて、興味や理由を確認しました。
なお、「ふるさと」とは、出身地でなくても、学校があった・旅行で訪れた、応援したい企業や人がいるなど何らかの理由で想起する回答者自身の住まいとは異なる地域のことを指します。

Ｑ．昨今、自身の住まいとは異なる地域にある地方企業に、
　　副業という形で貢献する、地域活性化につながる「ふるさと副業」という働き方が
　　注目されています。このような兼業・副業に興味がありますか？

まったく興味がない

興味がない

どちらともいえない

興味がある

非常に興味がある

(%)

17.47.5
9.4

25.7
40.0

「ふるさと副業」への興味
（単一回答　n=2,072）

「ふるさと副業」への興味
（副業実施状況別　n=2,072）

(%)

まったく興味がない興味がない

どちらともいえない興味がある非常に興味がある

兼業・副業は実施したことがなく、
今後も実施したくない

兼業・副業は実施したことがないが、
実施してみたい

兼業・副業を実施していたが、
今後実施する予定はない

兼業・副業を実施していないが、
今後実施したい

兼業・副業を実施している 5.327.7 8.739.8 18.4

2.924.0 3.548.4 21.2

12.28.0 11.536.2 32.1

4.412.7 9.044.8 29.0

23.14.8 17.819.2 35.1

35



「ふるさと副業」への関心
興味がある人
個人編

「ふるさと副業」に興味がある理由

(%)

■「ふるさと副業」に「非常に興味がある」「興味がある」と回答した人の結果を集計（複数回答　n=1,190）

0 10 20 30 40 50

その他

UIJターンを検討するきっかけにしたいから

地方の伝統産業に興味があるから

自分の経験や能力を地方企業で生かしたいから

地域問わず、地方創生に興味があるから

自分に関わりのある地域に貢献したいから 47.8

41.8

39.5

18.6

17.2

4.1

2 0 2 2 年調査結果

「ふるさと副業」を実施した経験の有無
■単一回答　n=2,072

ない

ある

(%)

15.7

84.3

「ふるさと副業」を実施した際の苦労

(%)

■「ふるさと副業」の「経験がある」と回答した人の結果を集計（複数回答　n=325）

0 10 20 30 40

その他

特に苦労はなかった

副業先の経営者と意見が合わなかった

仕事に見合った報酬が得られなかった

仕事の内容説明や要件定義が曖昧だった

副業先で協働するチームメンバーとのコミュニケーションが難しかった 39.4

36.6

36.0

26.8

12.9

0.3

その他

テレワークと現地訪問を併用して働きたい

現地を訪問して働きたい

完全テレワークで働きたい

(%)

22.5

45.1

32.0

「ふるさと副業」で希望する働き方
■「ふるさと副業」に「非常に興味がある」「興味がある」と回答した人の結果を集計（単一回答　n=1,190）

0.3
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企業人事担当者調査

従業員の兼業・副業を認める人事制度の状況



0

20

40

60

80

100

ない

ある

兼業・副業を認める人事制度の状況 企業人事編（自社の副業制度）
全体

20 2 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

従業員の兼業・副業を認める人事制度の有無 従業員の兼業・副業を認める人事制度の有無

(%)

(%)

50.549.5

20 2 22 0 2 1

■単一回答　n=1,648 ■単一回答　2022 年：n=1,648 / 2021 年：n=1,648

ない

ある

51.848.2

0

20

40

60

80

100

ない

ある

50.5

49.5

51.8

48.2
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兼業・副業を認める人事制度の状況
全体

企業人事編（自社の副業制度）

202 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

従業員の兼業・副業に対する考え方・スタンス 従業員の兼業・副業に対する考え方・スタンス

(%)(%)
2 0 2 22 0 2 1

■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（単一回答　n=853） ■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人
　（単一回答　2022 年：n=853 / 2021 年：n=832）

従業員の兼業・副業を
推進・推奨している

従業員の兼業・副業を
容認している

86.9

13.1

0

20

40

60

80

100

従業員の兼業・副業を推進・推奨している

従業員の兼業・副業を容認している

89.2

10.8

86.9

13.1

2 0 2 22 0 2 1
0

20

40

60

80

100

制度導入の検討はしていない
時期は未定だが、
制度の導入を検討している
今後 3 年以内を目途に、
制度の導入を検討している
今後 1 年以内を目途に、
制度の導入を検討している

従業員の兼業・副業を認める人事制度の導入予定 従業員の兼業・副業を認める人事制度の導入予定
■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ない」と回答した人（単一回答　n=795） ■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ない」と回答した人

　（単一回答　2022 年：n=795 / 2021 年：n=816）

(%)

21.3

4.7
6.9

67.2

22.6

6.0
8.2

63.1

制度導入の検討はしていない

時期は未定だが、
制度の導入を検討している

今後 3 年以内を目途に、
制度の導入を検討している

今後 1 年以内を目途に、
制度の導入を検討している

(%)

22.6

8.2
6.0

63.1
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兼業・副業を認める人事制度の状況
従業員規模別

企業人事編（自社の副業制度）

制度なし制度あり・容認制度あり・推進

5,000 人以上 (n=412)

1,000-4,999 人 (n=412)

300-999 人 (n=412)

300 人未満 (n=412)

全体 (n=1,648)

制度なし制度あり・容認制度あり・推進

5,000 人以上 (n=412)

1,000-4,999 人 (n=412)

300-999 人 (n=412)

300 人未満 (n=412)

全体 (n=1,648)

(%)(%)

5.5

2.9

4.4

8.5

6.1

48.2

59.2

46.1

43.9

43.7

45.0

37.6

46.6

48.1

47.6

6.8

3.2

7.3

8.0

8.7

45.0

39.8

46.1

43.9

50.2

49.5

57.3

49.5

47.6

43.7

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果
従業員の兼業・副業を認める人事制度の導入状況 従業員の兼業・副業を認める人事制度の導入状況

従業員の兼業・副業を認める人事制度の導入予定 従業員の兼業・副業を認める人事制度の導入予定
■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ない」と回答した人（単一回答　n=795） ■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ない」と回答した人（単一回答　n=816）

■単一回答　n=1,648 ■単一回答　n=1,648

制度導入の検討はしていない時期は未定だが、制度の導入を検討している

今後 3 年以内を目途に、制度の導入を検討している今後 1 年以内を目途に、制度の導入を検討している

5,000 人以上 (n=180)

1,000-4,999 人 (n=181)

300-999 人 (n=190)

300 人未満 (n=244)

全体 (n=795)

制度導入の検討はしていない時期は未定だが、制度の導入を検討している

今後 3 年以内を目途に、制度の導入を検討している今後 1 年以内を目途に、制度の導入を検討している

5,000 人以上 (n=180)

1,000-4,999 人 (n=196)

300-999 人 (n=204)

300 人未満 (n=236)

全体 (n=816)

(%)(%)

6.0

4.9

6.3

7.7

5.6

4.7

4.2

5.4

3.1

6.1

21.3

17.4

17.6

28.6

22.8

67.2

72.0

67.6

62.2

65.6

22.6

22.1

23.7

25.4

19.4

63.1

65.6

62.1

58.6

65.6

8.2

7.4

7.9

8.3

9.4

6.9

6.4

9.3

6.1

5.6
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兼業・副業を認める人事制度の導入時期
兼業・副業の人事制度あり

企業人事編（自社の副業制度）

わからない

3 年より前

3 年以内

1 年以内

(%)

47.9

23.3
20.3

8.4

わからない

3 年より前

3 年以内

1 年以内

47.6

24.6
19.6

8.2

(%)

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

従業員の兼業・副業を認める人事制度を導入した時期
■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（単一回答　n=853）

従業員の兼業・副業を認める人事制度を導入した時期
■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（単一回答　n=832）
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社内副業を認める人事制度の状況
全体／従業員規模別

現在もなく、検討する予定もない

現在はないが、検討している

ある

(%)

29.8

27.2

43.0

現在もなく、検討する予定もない

現在はないが、検討している

ある

(%)

31.6

24.9

43.4

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果
社内副業を認める人事制度の状況
■単一回答　n=1,648

社内副業を認める人事制度の状況
■単一回答　n=1,648

現在もなく、検討する予定もない現在はないが、検討しているある

5,000 人以上 (n=412)

1,000-4,999 人 (n=412)

300-999 人 (n=412)

300 人未満 (n=412)

(%)(%)

55.1

39.6

39.3

38.1

32.5

29.9

28.2

16.3

27.9

30.8

33.7

28.6

現在もなく、検討する予定もない現在はないが、検討しているある

5,000 人以上 (n=412)

1,000-4,999 人 (n=412)

300-999 人 (n=412)

300 人未満 (n=412) 51.5

41.7

39.6

41.0

33.7

27.2

16.5

24.8

26.7

31.8

32.0

33.5

社内副業を認める人事制度の状況 社内副業を認める人事制度の状況
■単一回答　n=1,648 ■単一回答　n=1,648

企業人事編（自社の副業制度）
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企業人事編（自社の副業制度）兼業・副業を認める人事制度の目的
兼業・副業の人事制度あり／兼業・副業の制度の導入を検討中

0 10 20 30 40 50 60

わからない

競合企業と差別化するため

自社の組織文化や風土を変革したいため

イノベーションの促進や新規事業開発につながるため

外部人材の採用をやりやすくするため

多様な人材の活躍推進につながるため

従業員の自律性発揮につながるため

従業員の社外ネットワーク形成につながるため

働き方改革を促進するため

従業員のスキル向上や能力開発につながるため

従業員の収入増につながるため

従業員の定着率の向上、継続雇用につながるため

従業員のモチベーション向上のため
50.3

45.3

35.5

31.1

28.0

27.0

23.9

23.9

20.5

11.0

6.2

48.7

50.2

47.4

43.0

33.4

18.8

21.2

29.4

20.1

19.5

14.0

7.8

3.4

48.5

48.1

兼業・副業の人事制度の目的 兼業・副業の人事制度の目的

20 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（n=832）
　および、兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討中」と回答した人（n=268）（複数回答）

■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（n=853）
　および、兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討中」と回答した人（n=293）（複数回答）

※兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人の選択率が高い項目順に掲載 ※兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人の選択率が高い項目順に掲載

(%)

兼業・副業の
人事制度の導入を検討中

兼業・副業の
人事制度がある

0 10 20 30 40 50 60

わからない

競合企業と差別化するため

自社の組織文化や風土を変革したいため

外部人材の採用をやりやすくするため

イノベーションの促進や新規事業開発につながるため

多様な人材の活躍推進につながるため

従業員の自律性発揮につながるため

従業員の社外ネットワーク形成につながるため

働き方改革を促進するため

従業員のスキル向上や能力開発につながるため

従業員の収入増につながるため

従業員の定着率の向上、継続雇用につながるため

従業員のモチベーション向上のため 47.8
44.0

44.6
41.8

42.3
35.8

42.5
32.2

30.4
19.8

27.9
21.6

26.3
28.7

21.8
16.4

21.4
19.8

17.8
16.8

8.2
7.5

5.6
3.0

46.0
38.1

(%)

兼業・副業の
人事制度の導入を検討中

兼業・副業の
人事制度がある
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兼業・副業を認める人事制度の効果／期待
兼業・副業の人事制度あり／兼業・副業の制度の導入を検討中

兼業・副業の人事制度の効果／期待 兼業・副業の人事制度の効果／期待

20 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（n=832）
　および、兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討中」と回答した人（n=268）（複数回答）

■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（n=853）
　および、兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討中」と回答した人（n=293）（複数回答）

0 10 20 30 40 50

わからない

特に効果は実感していない

競合企業との差別化につながった

自社の組織文化や風土の変革につながった

イノベーションの促進や新規事業開発につながった

多様な人材の活躍推進につながった

従業員の自律性が発揮されるようになった

外部人材の採用がやりやすくなった

従業員の社外ネットワークが形成された

働き方改革が促進された

従業員のスキル向上や能力開発につながった

従業員の定着率の向上、継続雇用につながった

従業員のモチベーションが向上した

従業員の収入増につながった
43.3

33.8

27.2

25.4

24.7

23.1

23.1

17.9

17.8

10.0

9.1

5.3

38.2

42.8

42.3

32.1

30.7

18.4

19.1

19.1

22.9

16.7

16.7

7.8

0.0

14.3

38.6

42.3

※兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人の選択率が高い項目順に掲載 ※兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人の選択率が高い項目順に掲載

(%)

兼業・副業の
人事制度の導入を検討中

兼業・副業の
人事制度がある

0 10 20 30 40 50

わからない

競合企業との差別化につながった

特に効果は実感していない（制度あり回答者のみ）

自社の組織文化や風土の変革につながった

多様な人材の活躍推進につながった

イノベーションの促進や新規事業開発につながった

外部人材の採用がやりやすくなった

従業員の自律性が発揮されるようになった

従業員の社外ネットワークが形成された

働き方改革が促進された

従業員のスキル向上や能力開発につながった

従業員の定着率の向上、継続雇用につながった

従業員の収入増につながった

従業員のモチベーションが向上した 42.5
34.3

35.7
31.0

32.8
29.9

28.7
26.9

24.8
16.8

23.7
21.6

18.5
17.2

18.1
24.3

17.9
16.8

16.8
15.7

11.5
0.0

8.1
7.5

3.6
16.4

41.6
39.2

(%)

兼業・副業の
人事制度の導入を検討中

兼業・副業の
人事制度がある

企業人事編（自社の副業制度）
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兼業・副業を認める人事制度の課題
兼業・副業の人事制度あり／兼業・副業の制度の導入を検討中

兼業・副業の人事制度の課題 兼業・副業の人事制度の課題

20 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（n=832）
　および、兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討中」と回答した人（n=268）（複数回答）

■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（n=853）
　および、兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討中」と回答した人（n=293）（複数回答）

兼業・副業の
人事制度の導入を検討中

兼業・副業の
人事制度がある

0 10 20 30 40 50 60

わからない

特に課題はない

会社の社会的信用を傷つける

会社へのロイヤルティ低下

人手不足や人材の流出につながる

競業となるリスクや、利益相反のリスク

時間面で本業へ影響を与える

労働災害の場合の本業との区別ができない

パフォーマンス面で本業へ影響を与える

情報漏えいのリスク

従業員の長時間労働・過重労働を助長する

本業に支障が出る

労働時間の管理・把握ができない

※兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人の選択率が高い項目順に掲載

(%)

兼業・副業の
人事制度の導入を検討中

兼業・副業の
人事制度がある

0 10 20 30 40 50 60

わからない

特に課題はない

会社の社会的信用を傷つける

会社へのロイヤルティ低下

人手不足や人材の流出につながる

競業となるリスクや、利益相反のリスク

時間面で本業へ影響を与える

パフォーマンス面で本業へ影響を与える

労働災害の場合の本業との区別ができない

情報漏えいのリスク

従業員の長時間労働・過重労働を助長する

本業に支障が出る

労働時間の管理・把握ができない
50.0

55.6

39.4
45.1

36.5
42.2

32.5
33.1

32.0
32.8

29.6
35.1

20.2
27.6

20.0
25.0

17.3
20.1

8.5
7.5

5.5
3.0

1.3
1.1

49.2
54.9

※兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人の選択率が高い項目順に掲載

(%)

50.4

35.3

33.9

33.1

31.5

24.3

22.7

17.6

8.8

5.2

2.0

42.7

44.5

54.6

35.2

41.0

35.2

36.5

21.5

24.2

15.0

8.9

2.7

1.4

50.5

55.6

企業人事編（自社の副業制度）
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兼業・副業実施時の条件有無・支援施策
兼業・副業の人事制度あり

わからない

ない

ある

(%)

76.8

15.4

7.9

わからない

ない

ある

75.0

18.9

6.1

(%)

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

従業員が兼業・副業を行う際の条件やルールの有無
■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（単一回答　n=853）

従業員が兼業・副業を行う際の条件やルールの有無
■従業員の兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（単一回答　n=832）

従業員が兼業・副業を行う際の支援施策
■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（複数回答　n=853）

従業員が兼業・副業を行う際の支援施策
■兼業・副業を認める人事制度が「ある」と回答した人（複数回答　n=832）

0 10 20 30 40 50

特に施策はない

兼業・副業に関する事例共有をおこなっている
（おこなったことがある）

兼業・副業に関する説明会をおこなっている
（おこなったことがある）

兼業・副業による影響や効果が
検証できる仕組みがある（アンケート・サーベイなど）

自社へのモチベーション・ロイヤルティが
可視化できる仕組みがある（アンケート・サーベイなど）

兼業・副業の開始前に、
人事部や上司、産業医との面談を用意している

兼業・副業先との労働条件通知書や
契約書を提出する必要がある

人事部や上司、産業医に、
定期的に兼業・副業の状況を報告する場を設けている

(%) 0 10 20 30 40 50

特に施策はない

兼業・副業に関する事例共有をおこなっている
（おこなったことがある）

兼業・副業に関する説明会をおこなっている
（おこなったことがある）

兼業・副業による影響や効果が
検証できる仕組みがある（アンケート・サーベイなど）

自社へのモチベーション・ロイヤルティが
可視化できる仕組みがある（アンケート・サーベイなど）

兼業・副業の開始前に、
人事部や上司、産業医との面談を用意している

兼業・副業先との労働条件通知書や
契約書を提出する必要がある

人事部や上司、産業医に、
定期的に兼業・副業の状況を報告する場を設けている

(%)

37.2

45.6

30.1

26.3

21.9

14.5

21.2

34.9

35.9

45.8

29.3

21.6

19.8

12.3

25.1

31.7

企業人事編（自社の副業制度）
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企業人事編（自社の副業制度）兼業・副業を禁止する理由
兼業・副業禁止

0 10 20 30 40 50 60

その他

風評リスクがあるため

社内に反対者がいるため

競業となるリスクがあるため、
利益相反につながるため

人手不足や人材の流出につながるため

労働災害の場合の本業との区別が困難なため

情報漏えいのリスクがあるため

労働時間の管理・把握が困難なため

従業員には本業に集中してもらいたいため

従業員の長時間労働・過重労働を助長するため

従業員の兼業・副業を禁止する理由 従業員の兼業・副業を禁止する理由
■兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討していない」と回答した人（単一回答　n=502) ■兼業・副業を認める人事制度の導入を「検討していない」と回答した人（単一回答　n=548）

46.8

43.0

36.9

21.9

20.7

19.3

6.8

3.4

1.6

51.0

0 10 20 30 40 50 60

その他

風評リスクがあるため

社内に反対者がいるため

競業となるリスクがあるため、
利益相反につながるため

労働災害の場合の本業との区別が困難なため

人手不足や人材の流出につながるため

情報漏えいのリスクがあるため

労働時間の管理・把握が困難なため

従業員の長時間労働・過重労働を助長するため

従業員には本業に集中してもらいたいため

43.1

42.9

32.5

24.5

19.7

19.3

5.7

4.7

4.0

50.4

(%)

2 0 2 1 年調査結果202 2 年調査結果

(%)
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企業人事担当者調査

兼業・副業で働く人の受け入れ・活用状況



企業人事編（兼業・副業人材の活用）

202 2 年調査結果 202 1 年 - 2 0 2 2 年調査結果比較

社外からの兼業・副業人材の受け入れ状況 社外からの兼業・副業人材の受け入れ状況

(%)

(%)

50.549.5

2 0 2 22 0 2 1

■単一回答　n=1,648 ■単一回答　2022 年：n=1,648 / 2021 年：n=1,648

受け入れてない

受け入れている

48.651.4

0

20

40

60

80

100

受け入れてない

受け入れている

47.9

52.1

48.6

51.4

社外からの兼業・副業人材の受け入れ予定 社外からの兼業・副業人材の受け入れ予定
■社外の兼業・副業で働く人の受け入れを行っていないと回答した人（単一回答　n=847） ■社外の兼業・副業で働く人の受け入れを行っていないと回答した人

　（単一回答　2022 年：n=847 / 2021 年：n=859）

現在は受け入れておらず、受け入れの検討もしていない
現在は受け入れていないが、時期は未定だが受け入れを検討中
現在は受け入れていないが、3 年以内を目途に受け入れを検討中
現在は受け入れていないが、1 年以内を目途に受け入れを検討中

2021 年

2022 年

2.6 6.3 20.3 70.9

4.0 7.3 20.4 68.2

現在は受け入れておらず、
受け入れの検討もしていない

現在は受け入れていないが、
時期は未定だが受け入れを検討中

現在は受け入れていないが、
3 年以内を目途に受け入れを検討中

現在は受け入れていないが、
1 年以内を目途に受け入れを検討中

(%)

20.4

7.3
4.0

68.2

(%)

兼業・副業人材の受け入れ状況
全体
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受け入れていない受け入れている

5,000 人以上 (n=412)

1,000-4,999 人 (n=412)

300-999 人 (n=412)

300 人未満 (n=412)

全体 (n=1,648)

(%)

48.6

46.1

48.8

50.5

49.0

51.4

53.9

51.2

49.5

51.0

受け入れていない受け入れている

5,000 人以上 (n=412)

1,000-4,999 人 (n=412)

300-999 人 (n=412)

300 人未満 (n=412)

全体 (n=1,648)

(%)

44.7

47.9

50.7

48.5

47.6

55.3

52.1

49.3

51.5

52.4

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

社外からの兼業・副業人材の受け入れ状況 社外からの兼業・副業人材の受け入れ状況
■単一回答　n=1,648 ■単一回答　n=1,648

企業人事編（兼業・副業人材の活用）
従業員規模別

社外からの兼業・副業人材の受け入れ予定 社外からの兼業・副業人材の受け入れ予定
■社外の兼業・副業で働く人の受け入れを行っていないと回答した人（単一回答　n=847） ■社外の兼業・副業で働く人の受け入れを行っていないと回答した人（単一回答　n=859）

現在は受け入れておらず、受け入れの検討もしていない
現在は受け入れていないが、時期は未定だが受け入れを検討中
現在は受け入れていないが、3 年以内を目途に受け入れを検討中
現在は受け入れていないが、1 年以内を目途に受け入れを検討中

5,000 人以上 (n=210)

1,000-4,999 人 (n=204)

300-999 人 (n=211)

300 人未満 (n=222)

全体 (n=847)

(%)

4.0

2.7

4.7

5.9

2.9

20.4

18.9

23.7

20.6

18.6

68.2

72.1

61.6

66.7

72.4

7.3

6.3

  10.0

   6.9

6.2

現在は受け入れておらず、受け入れの検討もしていない
現在は受け入れていないが、時期は未定だが受け入れを検討中
現在は受け入れていないが、3 年以内を目途に受け入れを検討中
現在は受け入れていないが、1 年以内を目途に受け入れを検討中

5,000 人以上 (n=212)

1,000-4,999 人 (n=203)

300-999 人 (n=216)

300 人未満 (n=228)

全体 (n=859)

(%)

19.3

20.3

24.1

19.8

18.1

74.6

70.9

69.5

72.6

66.7

0.0
2.6

3.9

3.3

3.2

6.1

6.3

2.5

4.2

12.0

兼業・副業人材の受け入れ状況
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兼業・副業人材の受け入れ開始時期・採用状況

わからない

3 年より前

3 年以内

1 年以内

(%)

45.9

22.8
11.7

19.5

わからない

3 年より前

3 年以内

1 年以内

(%)

40.1

25.1
12.7

22.2

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

社外の兼業・副業人材の受け入れを開始した時期 社外の兼業・副業人材の受け入れを開始した時期
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801） ■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=789）

兼業・副業人材受け入れ中
企業人事編（兼業・副業人材の活用）

社外の兼業・副業人材の採用・確保状況 社外の兼業・副業人材の採用・確保状況
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801） ■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=789）

特に明確に、必要な要員数を定めていない

必要な人材を、まったく確保できていない

必要な人材を、あまり確保できていない

必要な人材を、ある程度確保できている

必要な人材を、 十分確保できている

(%)

50.6

15.5
8.7

21.8

3.4

特に明確に、必要な要員数を定めていない

必要な人材を、まったく確保できていない

必要な人材を、あまり確保できていない

必要な人材を、ある程度確保できている

必要な人材を、十分確保できている

47.8

14.89.9

22.9

4.6

(%)
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兼業・副業人材を受け入れる目的
兼業・副業人材受け入れ中／受け入れ検討中
企業人事編（兼業・副業人材の活用）

0 10 20 30 40 50 60

わからない

既存社員に刺激を与えるため

他地域の人材を活用するため

最終的に正社員として採用するため

社外人材とのネットワークを形成するため

通常の雇用形態よりも人件費がおさえられるため

多様な人材を自組織に取り込むため

組織文化や風土を変革するため

企業のブランドイメージ向上につなげるため

多様な働き方を促進するため

イノベーションの創発や新事業開発につなげるため

社内人材にはない知識やスキルを持った人材を
確保するため

人手不足を解消するため

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

54.8

36.1

35.1

29.1

27.3

25.0

20.8

20.6

20.2

20.0

15.1

5.2

47.6

51.7

32.7

35.7

19.3

26.8

24.5

15.2

17.5

17.1

17.5

10.8

8.2

40.9

兼業・副業人材を受け入れている目的／受け入れを検討している目的 兼業・副業人材を受け入れている目的／受け入れを検討している目的
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=789）の受け入れ目的と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=250）の目的を掲載（複数回答）

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の受け入れ目的と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=269）の目的を掲載（複数回答）

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

(%) 0 10 20 30 40 50 60

わからない

既存社員に刺激を与えるため

通常の雇用形態よりも人件費がおさえられるため

他地域の人材を活用するため

社外人材とのネットワークを形成するため

最終的に正社員として採用するため

多様な人材を自組織に取り込むため

企業のブランドイメージ向上につなげるため

組織文化や風土を変革するため

多様な働き方を促進するため

イノベーションの創発や新事業開発につなげるため

社内人材にはない知識やスキルを持った人材を
確保するため

人手不足を解消するため
51.3

45.2

37.8
31.2

27.8
38.8

24.4
26.1

24.8
17.2

24.1
26.8

20.7
16.4

19.0
20.4

18.9
14.8

18.0
12.8

13.6
20.4

5.8
12.0

42.2
43.6

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

(%)
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0 10 20 30 40 50

わからない

特に効果は実感していない

既存社員に刺激を与えられた

通常の雇用形態よりも人件費がおさえられた

他地域の人材を活用することができた

社外人材とのネットワークが形成された

多様な人材を自組織に取り込むことができた

正社員として採用することができた

企業のブランドイメージ向上につながった

組織文化や風土の変革につながった

多様な働き方が促進された

イノベーションの創発や新事業開発につながった

社内人材にはない知識やスキルを持った人材を
確保することができた

人手不足を解消することができた

兼業・副業人材を受け入れて感じる効果／期待する効果
兼業・副業人材受け入れ中／受け入れ検討中
企業人事編（兼業・副業人材の活用）

47.4

37.5

27.6

30.5

27.5

24.2

23.6

22.8

22.1

21.1

15.5

4.0

5.0

46.8

39.4

36.8

33.1

23.8

15.6

16.0

20.4

16.7

15.6

17.5

15.2

0.0

17.5

30.5

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

(%) (%)

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

0 10 20 30 40 50

わからない

特に効果は実感していない

既存社員に刺激を与えられた

社外人材とのネットワークが形成された

他地域の人材を活用することができた

通常の雇用形態よりも人件費がおさえられた

多様な人材を自組織に取り込むことができた

正社員として採用することができた

企業のブランドイメージ向上につながった

組織文化や風土の変革につながった

多様な働き方が促進された

イノベーションの創発や新事業開発につながった

社内人材にはない知識やスキルを持った人材を
確保することができた

人手不足を解消することができた
45.2

41.2

36.8
28.0

26.9
34.8

22.0
26.4

23.6
16.8

23.2
16.8

26.4
21.0

18.4
13.6

17.2
12.4

16.6
18.8

13.3
20.4

5.7

5.1
18.8

0.0

44.1
44.4

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果
社外の兼業・副業人材を受け入れて感じる効果／期待する効果 社外の兼業・副業人材を受け入れて感じる効果／期待する効果

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=789）の受け入れて感じる効果と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=250）の期待する効果を掲載（複数回答）

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の受け入れて感じる効果と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=269）の期待する効果を掲載（複数回答）

53



兼業・副業人材受け入れプロセスの課題・懸念
兼業・副業人材受け入れ中／受け入れ検討中
企業人事編（兼業・副業人材の活用）

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果
兼業・副業人材を受け入れるプロセスで感じた課題／想定している懸念 兼業・副業人材を受け入れるプロセスで感じた課題／想定している懸念

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=789）の受け入れプロセスで感じた課題と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=250）の受け入れプロセスでの懸念を掲載（複数回答）

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の受け入れプロセスで感じた課題と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=269）の受け入れプロセスでの懸念を掲載（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60

課題や懸念（課題や懸念だと思うこと）はない

わからない

候補者の母集団形成

採用者と配属先の上司や同僚との相性

募集手段の決定
（利用する兼業・副業の求人サイトや紹介事業者など）

候補者の選考・絞り込み

採用者への依頼内容のすり合わせ
（仕事の内容、納期、働き方など）

選考プロセスの設計（面接方法や面接回数など）

採用者との条件面のすり合わせ（勤務日数や報酬など）

募集する兼業・副業人材の要件定義
（スキル面、人物面、報酬面など）

兼業・副業人材を必要としている部署の把握や
関連部署とのコミュニケーション、必要な情報のヒアリング

兼業・副業人材を採用する背景や目的・意義について、
受け入れ部署や経営層含めた社内での認識すり合わせ、合意形成

50.1
48.4

42.8
40.4

27.2
36.0

22.0

26.4
22.0

26.1
28.8

23.2
22.7

22.1
23.2

5.1

18.6

3.6

16.0
13.6

6.6

9.6

49.2
45.6

(%)

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

0 10 20 30 40 50 60

課題や懸念（課題や懸念だと思うこと）はない

わからない

候補者の母集団形成

採用者と配属先の上司や同僚との相性

候補者の選考・絞り込み

選考プロセスの設計（面接方法や面接回数など）

募集手段の決定
（利用する兼業・副業の求人サイトや紹介事業者など）

採用者への依頼内容のすり合わせ
（仕事の内容、納期、働き方など）

採用者との条件面のすり合わせ（勤務日数や報酬など）

募集する兼業・副業人材の要件定義
（スキル面、人物面、報酬面など）

兼業・副業人材を必要としている部署の把握や
関連部署とのコミュニケーション、必要な情報のヒアリング

兼業・副業人材を採用する背景や目的・意義について、
受け入れ部署や経営層含めた社内での認識すり合わせ、合意形成

55.2

46.2

30.6

30.5

29.0

27.7

24.1

7.1

17.7

16.4

2.7

49.3

52.8

43.9

33.8

20.4

28.3

21.2

29.7

21.9

3.7

14.1

8.6

46.1

(%)
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兼業・副業人材受け入れの課題・懸念
兼業・副業人材受け入れ中／受け入れ検討中
企業人事編（兼業・副業人材の活用）

202 2 年調査結果 202 1 年調査結果
兼業・副業人材を受け入れて感じる課題／受け入れを検討する際の懸念 兼業・副業人材を受け入れて感じる課題／受け入れを検討する際の懸念

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=789）の、人材を受け入れて感じる課題と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=250）の受け入れに関する懸念を掲載（複数回答）

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（n=801）の、人材を受け入れて感じる課題と、
　社外の兼業・副業で働く人の「受け入れ検討中」と回答した人（n=269）の受け入れに関する懸念を掲載（複数回答）

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載
(%)

※「社外の兼業・副業人材を受け入れている」と回答した人の選択率が高い順に掲載

59.1

28.0

25.7

23.5

22.0

21.6

20.2

18.7

19.7

19.1

4.4

17.7

6.9

1.6

29.1

37.7

49.1
60.2

23.0

20.1

26.0

31.2

19.0

28.6

14.9

18.6

17.5

4.5

17.1

7.8

1.5

16.7

37.5

49.4

(%)

社外の兼業・副業人材の
受け入れを検討中

社外の兼業・副業人材を
受け入れている

0 10 20 30 40 50 60 70

わからない

受け入れ方法がよくわからない

チームビルディング

自社の組織文化との親和性

任せる仕事の切り出しや設計が難しい

既存社員への影響

仕事の成果が当初の期待より
低かった場合の対処が難しい

契約などの手続きが煩雑

突然やめてしまって人手不足になる

適切な労働時間や報酬の設定が難しい

コミットメント量が不足するリスク

会社の社会的信用を傷つけるリスク（風評リスク）

競業となるリスクや、利益相反のリスク

労務管理の観点での
長時間労働・過重労働などによる健康リスク

情報漏えいのリスク

0 10 20 30 40 50 60 70

わからない

課題や懸念（課題や懸念だと思うこと）はない

受け入れ方法がよくわからない

任せる仕事の切り出しや設計が難しい

自社の組織文化との親和性

チームビルディング

稼働管理や進捗管理といった
プロジェクトマネジメントが難しい

既存社員への影響

仕事の成果が当初の期待より
低かった場合の対処が難しい

適切な労働時間や報酬の設定が難しい

契約などの手続きが煩雑

コミットメント量が不足するリスク

突然やめてしまって人手不足になる

会社の社会的信用を傷つけるリスク（風評リスク）

競業となるリスクや、利益相反のリスク

労務管理の観点での
長時間労働・過重労働などによる健康リスク

情報漏えいのリスク 52.0
62.8

35.5
34.0

29.7
22.0

16.4
26.9

23.2
27.6

23.1
23.2

27.6
21.0

19.1
22.8

18.0
20.4

16.9
17.2

15.2
19.2

14.3

6.7

12.4
6.7

9.2

17.6

48.4
52.4
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兼業・副業人材に任せる仕事の内容
兼業・副業人材受け入れ中

企業人事編（兼業・副業人材の活用）

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

経営課題や事業についての
アドバイザリーに関する案件

新製品・新規サービスの企画や
計画立案に関する案件

既存事業の改善や生産性向上に関する案件

(%)

59.3

3.7

42.6

69.2

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

経営課題や事業についての
アドバイザリーに関する案件

新製品・新規サービスの企画や
計画立案に関する案件

既存事業の改善や生産性向上に関する案件

(%)

57.5

4.4

39.0

64.1

兼業・副業人材に任せている仕事の領域・分野 兼業・副業人材に任せている仕事の領域・分野
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=801） ■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=789）

0 10 20 30 40 50 60
わからない

その他

商品開発

財務、経営改善

新規事業創出

組織開発や採用強化

デジタルマーケティングや ECの強化

マーケティング、プロモーションや営業強化

業務プロセスの改善、効率化

社内のデジタル化、IT 化

(%)

42.8
53.7

34.1
31.7

26.3
20.7

19.1
3.6

8.7

37.7

0 10 20 30 40 50
わからない

その他

商品開発

新規事業創出

財務、経営改善

組織開発や採用強化

デジタルマーケティングや ECの強化

マーケティング、プロモーションや営業強化

業務プロセスの改善、効率化

社内のデジタル化、IT 化

(%)

37.3
49.3

31.3
26.6

24.0
21.9

14.7
5.4

9.3

36.6

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

兼業・副業人材に任せている仕事のタイプ 兼業・副業人材に任せている仕事のタイプ
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=789）■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=801）
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0 10 20 30 40
わからない

特に期間の定めがない仕事

6ヶ月以上必要な仕事

3ヶ月以上 6ヶ月未満で完了する仕事

1ヶ月以上 3ヶ月未満で完了する仕事

1週間以上 1ヶ月未満で完了する仕事

1日以上 1週間未満で完了する仕事

数時間や 1日で完了する仕事

兼業・副業人材に任せる仕事の内容
兼業・副業人材受け入れ中

企業人事編（兼業・副業人材の活用）

202 2 年調査結果 202 1 年調査結果

兼業・副業人材に任せている仕事の所要時間 兼業・副業人材に任せている仕事の所要時間
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=801） ■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=789）

0 10 20 30 40
わからない

特に期間の定めがない仕事

6カ月以上必要な仕事

3カ月以上 6カ月未満で完了する仕事

1カ月以上 3カ月未満で完了する仕事

1週間以上 1カ月未満で完了する仕事

1日以上 1週間未満で完了する仕事

数時間や 1日で完了する仕事

(%)

34.0

35.0

28.7

20.5

14.0

21.3

6.0

33.5

0 10 20 30 40
わからない

特に期間の定めがない仕事

6カ月以上必要な仕事

3カ月以上 6カ月未満で完了する仕事

1カ月以上 3カ月未満で完了する仕事

1週間以上 1カ月未満で完了する仕事

1日以上 1週間未満で完了する仕事

数時間や 1日で完了する仕事

(%)

32.6

33.3

24.0

17.0

12.9

22.1

7.5

31.6

兼業・副業人材に担ってもらっている仕事上の役割 兼業・副業人材に担ってもらっている仕事上の役割
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=801） ■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=789）

0 10 20 30 40 50 60

わからない

その他

業務やプロジェクト全体を統括する
リーダー・マネジャー

業務やプロジェクトへの
コンサルティング・アドバイザー

業務やプロジェクトの企画や戦略立案

業務やプロジェクトの実行・運用

(%)

41.6 

54.1 

19.5 

3.3 

14.2 

40.1 

0 10 20 30 40 50 60

わからない

その他

業務やプロジェクト全体を統括する
リーダー・マネジャー

業務やプロジェクトへの
コンサルティング・アドバイザー

業務やプロジェクトの企画や戦略立案

業務やプロジェクトの実行・運用

(%)

48.6

59.6

19.2

2.6

11.7

43.6
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兼業・副業人材に任せる仕事の内容／受け入れ継続予定
兼業・副業人材受け入れ中

企業人事編（兼業・副業人材の活用）

202 2 年調査結果

事業推進上への影響度
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801）

事業推進上の影響度が非常に軽微な仕事

事業推進上の影響度が軽微な仕事

事業推進上の影響度がやや大きな仕事

事業推進上の影響度が大きな仕事

事業推進上の影響度が非常に大きな仕事14.1

34.0
26.8

19.2

5.9

(%)

兼業・副業人材を受け入れ続ける予定
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801）

受け入れ続ける予定はない

検討中

受け入れ続ける予定がある

59.1
36.1

4.9

(%)
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兼業・副業人材受け入れ時の規則・ルール
兼業・副業人材受け入れ中

企業人事編（兼業・副業人材の活用）

202 2 年調査結果 202 1 年調査結果
兼業・副業人材受け入れ時の規則・ルールの有無 兼業・副業人材受け入れ時の規則・ルールの有無

■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=789）■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（単一回答　n=801）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

誓約書の提出を義務付けている

契約内容に違反した場合は、
懲戒解雇、減給などの罰則規定がある

当人が労働時間や体調を
管理することを確認している

当人の本業と利益相反や
競業関係にならないことを確認している

当人が、本業の勤務先から兼業・副業で働く
許可を得ているか確認している

(%)

(%)

76.5

58.8

41.4

30.9

0.4

61.4

わからない

ない

ある

21.7

10.4

67.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

誓約書の提出を義務付けている

契約内容に違反した場合は、
懲戒解雇、減給などの罰則規定がある

当人が労働時間や体調を
管理することを確認している

当人の本業と利益相反や
競業関係にならないことを確認している

当人が、本業の勤務先から兼業・副業で働く
許可を得ているか確認している

(%)

(%)

72.3

54.5

40.4

28.7

0.4

61.2

わからない

ない

ある13.4

64.0

兼業・副業人材受け入れ時の規則・ルールの内容 兼業・副業人材受け入れ時の規則・ルールの内容
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=789）■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れている」と回答した人（複数回答　n=801）

22.6
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兼業・副業人材を受け入れていない理由
兼業・副業人材受け入れ予定なし

企業人事編（兼業・副業人材の活用）

0 10 20 30 40

その他

会社の社会的信用を傷つけるリスク（風評リスク）がある

社内に受け入れの反対者がいる

チームビルディングが難しそう

コミットメント量が不足するリスクがある

受け入れ方法がよくわからない

契約などの手続きが煩雑そう

自社の組織文化との親和性がなさそう

評価方法が難しそう

突然やめてしまって人手不足になるリスクがある

既存社員への影響がありそう

競業となるリスクや、利益相反のリスクがある

現在の人員体制で支障がないから

自社の社員に兼業・副業を認めていないから

労務管理の観点での
長時間労働・過重労働などによる健康リスクがある

情報漏えいのリスクがある

2 0 2 2 年調査結果 202 1 年調査結果

37.5

32.2

25.3

19.2

14.2

13.5

13.1

11.8

11.6

9.7

9.2

9.2

7.6

2.4

6.6

36.0

兼業・副業人材を受け入れていない理由 兼業・副業人材を受け入れていない理由
■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れる予定はない」と回答した人（複数回答　n=609）■社外の兼業・副業で働く人を「受け入れる予定はない」と回答した人（複数回答　n=578）

(%) 0 10 20 30 40 50

その他

社内に受け入れの反対者がいる

会社の社会的信用を傷つけるリスク（風評リスク）がある

チームビルディングが難しそう

コミットメント量が不足するリスクがある

評価方法が難しそう

契約などの手続きが煩雑そう

受け入れ方法がよくわからない

自社の組織文化との親和性がなさそう

突然やめてしまって人手不足になるリスクがある

既存社員への影響がありそう

競業となるリスクや、利益相反のリスクがある

現在の人員体制で支障がないから

労務管理の観点での
長時間労働・過重労働などによる健康リスクがある

情報漏えいのリスクがある 40.9

25.0

23.5

18.2

15.4

14.8

14.3

14.0

13.5

9.7

9.2

9.0

3.4

7.9

40.2

(%)
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回答者属性（個人調査）※本調査 回答者属性（企業人事担当者調査）
男性
女性

74 . 4
2 5 . 6

2 0 代
30 代
40 代
50 代

60 歳以上

10 . 4
2 0 . 1
2 8 . 2
2 6 . 6
1 4 . 7

（％）性別

年代

未既婚

子供の有無

個人年収

主業種

未婚
既婚

36 . 0
6 4 . 0

子供なし
子供あり

42 . 1
5 7 . 9

（％）

（％）

（％）

20 代
30 代
40 代
50 代

60 歳以上

8 . 5
2 5 . 1
3 0 . 5
2 6 . 8
9 . 2

年代 （％）
農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉
人材業

調査・広告代理業
複合サービス事業

上記以外のサービス業
その他の業種

0 . 1
0 . 1
0 . 1
5 . 8
2 4 . 5
1 . 8
7 . 3
6 . 6
1 0 . 3
8 . 6
2 . 4
1 . 3
3 . 2
2 . 4
3 . 3
8 . 3
0 . 0
0 . 0
1 . 5
8 . 3
4 . 3

主業務 （％）

北海道
東北地方
関東地方
中部地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方

3 . 2
3 . 7
4 8 . 1
1 3 . 3
2 0 . 0
4 . 1
1 . 6
6 . 0

勤務先地域 （％）

300 人未満
300 - 9 9 9 人

1 , 0 0 0 - 4 , 9 9 9 人
5 , 0 0 0 人以上

25 . 0
2 5 . 0
2 5 . 0
2 5 . 0

従業員規模 （％）

人事関連業務全般
人事制度の構築・運用
人材開発・教育
人材採用

労務管理・福利厚生

97 . 9
8 1 . 2
8 0 . 3
8 3 . 4
8 0 . 4

人事担当業務（複数回答） （％）

200 万円未満
200 ～ 400 万円未満
400 ～ 600 万円未満
600 ～ 800 万円未満
800 ～ 1,000 万円未満
1,000 ～ 1,200 万円未満
1,200 ～ 1,500 万円未満
1,500 ～ 2,000 万円未満

2,000 万円以上
わからない
無回答

農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉

複合サービス事業
上記以外のサービス業

その他の業種
無回答

0 . 1
0 . 0
0 . 1
7 . 1
2 5 . 6
1 . 5
6 . 5
5 . 2
9 . 6
6 . 3
2 . 7
2 . 9
1 . 7
1 . 7
3 . 5
8 . 8
1 . 2
1 1 . 1
2 . 2
2 . 2

1 . 4
1 2 . 0
2 0 . 8
2 1 . 1
1 3 . 1
8 . 7
5 . 4
2 . 2
1 . 6
5 . 1
8 . 6

（％）

（％）

北海道
東北地方
関東地方
中部地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方

4 . 4
6 . 0
3 2 . 3
1 8 . 2
1 7 . 0
8 . 2
4 . 1
9 . 8

法人営業
個人営業

管理職・エグゼクティブ
経営企画・事業統括
商品企画・営業企画
新規事業開発
マーケティング
財務・会計・経理

法務・知財・内部統制
広報・IR
総務・人事

一般事務・アシスタント・秘書・受付
IT 系のエンジニア

機械・半導体系のエンジニア
セールスエンジニア・サービスエンジニア

研究開発・製品開発
生産技術・品質管理

工場・物流
MD・バイヤー・店舗開発

店舗スタッフ
サービス・接客

ビジネスコンサルタント・シンクタンク
システムコンサルタント・システムアナリスト・

プリセールス
WEB デザイナー

WEB プロデューサー・WEB ディレクター
映像・音響・イベント・芸能・テレビ・放送関連

ファッション・インテリア・空間・
プロダクトデザイン
広告・宣伝関連
出版・印刷関連

その他

11 . 7
4 . 6
6 . 4
2 . 2
2 . 1
0 . 8
1 . 2
3 . 8
0 . 7
0 . 2
7 . 2
8 . 6
6 . 6
1 . 7
0 . 5
4 . 1
6 . 2
8 . 6
0 . 3
1 . 5
8 . 5
0 . 2

勤務先地域 （％）

（％）職種（主業務）

0 . 3

0 . 4
0 . 0
0 . 6

0 . 0
0 . 3
1 0 . 0

0 . 3

回答者属性（202 2 年調査）
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回答者属性（個人調査）※本調査 回答者属性（企業人事担当者調査）
男性
女性

65 . 7
3 4 . 3

2 0 代
30 代
40 代
50 代

60 歳以上

23 . 0
2 3 . 3
2 3 . 4
1 9 . 7
1 0 . 6

（％）性別

年代

未既婚

子供の有無

個人年収

主業種

未婚
既婚

42 . 4
5 7 . 6

子供なし
子供あり

46 . 9
5 3 . 1

（％）

（％）

（％）

20 代
30 代
40 代
50 代

60 歳以上

10 . 5
2 4 . 1
3 0 . 2
2 7 . 6
7 . 6

年代 （％）
農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉
人材業

調査・広告代理業
複合サービス事業

上記以外のサービス業
その他の業種

0 . 3
0 . 1
0 . 2
5 . 3
2 5 . 5
1 . 7
7 . 6
6 . 1
9 . 2
8 . 3
2 . 1
0 . 9
3 . 0
1 . 8
3 . 8
7 . 9
0 . 0
0 . 0
1 . 5
1 0 . 4
4 . 3

主業務 （％）

北海道
東北地方
関東地方
中部地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方

3 . 5
2 . 6
4 7 . 4
1 4 . 1
2 1 . 4
3 . 2
2 . 1
5 . 8

勤務先地域 （％）

300 人未満
300 - 9 9 9 人

1 , 0 0 0 - 4 , 9 9 9 人
5 , 0 0 0 人以上

25 . 0
2 5 . 0
2 5 . 0
2 5 . 0

従業員規模 （％）

人事関連業務全般
人事制度の構築・運用
人材開発・教育
人材採用

労務管理・福利厚生

97 . 4
8 1 . 1
7 9 . 1
8 3 . 1
8 0 . 1

人事担当業務（複数回答） （％）

200 万円未満
200 ～ 400 万円未満
400 ～ 600 万円未満
600 ～ 800 万円未満
800 ～ 1,000 万円未満
1,000 ～ 1,200 万円未満
1,200 ～ 1,500 万円未満
1,500 ～ 2,000 万円未満

2,000 万円以上
わからない
無回答

農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉

複合サービス事業
上記以外のサービス業

その他の業種

0 . 4
0 . 0
0 . 0
5 . 2
2 6 . 2
2 . 3
4 . 9
6 . 2
9 . 4
7 . 9
2 . 4
1 . 7
1 . 8
1 . 8
2 . 3
1 4 . 7
2 . 3
8 . 5
1 . 9

4 . 2
3 0 . 6
2 9 . 2
1 0 . 8
4 . 9
2 . 5
1 . 4
0 . 7
0 . 3
4 . 0
1 1 . 5

（％）

（％）

北海道
東北地方
関東地方
中部地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方

6 . 0
7 . 4
2 0 . 1
1 6 . 9
1 9 . 0
1 1 . 8
5 . 4
1 3 . 4

法人営業
個人営業

管理職・エグゼクティブ
経営企画・事業統括
商品企画・営業企画
新規事業開発
マーケティング
財務・会計・経理

法務・知財・内部統制
広報・IR
総務・人事

一般事務・アシスタント・秘書・受付
I T 系のエンジニア

機械・半導体系のエンジニア
セールスエンジニア・サービスエンジニア

研究開発・製品開発
生産技術・品質管理

工場・物流
MD・バイヤー・店舗開発

店舗スタッフ
サービス・接客

ビジネスコンサルタント・シンクタンク
システムコンサルタント・システムアナリスト・

プリセールス

WEB デザイナー
WEB プロデューサー・WEB ディレクター

映像・音響・イベント・芸能・テレビ・放送関連
ファッション・インテリア・空間・

プロダクトデザイン

広告・宣伝関連
出版・印刷関連

その他

13 . 7
5 . 5
5 . 7
1 . 7
1 . 8
0 . 5
0 . 6
4 . 0
1 . 2
0 . 1
5 . 9
1 0 . 1
5 . 1
1 . 6
0 . 6
3 . 4
6 . 4
8 . 0
0 . 3
2 . 2
1 0 . 6
0 . 1

勤務先地域 （％）

（％）職種（主業務）

0 . 0

0 . 2
0 . 0
0 . 2

0 . 2
0 . 7
9 . 2

0 . 2

回答者属性（202 1 年調査）
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